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日本総合愛育研究所紀要

　　　　　　　　ヵ所

　今後、宜野湾市以南にもう一つの県立病院を設置。

　（医療惰報センタ」め関連施設として）．♪

　　c）救急措置病院

　施設不備のため救急医療施設の指定は全くなく、．県立

病院、民間主要病院の整備が急務ず1’

　d）血液センタ需
　センタ」（麟所）血液運搬軍（1台）移動採血寧

　（1台）

　血液需要量　　　　35004

　血液供給量　　　8574

　血液が社会間題化したことがなく、県民の献血に対す

る認識も低い。移動採血車を増やして採血範囲を拡大。

　e）母子健康センター

　全くない。昭和48年度予算で久米鳳：仲里村に設醗予’

定。

　．f）医科大学などの協力体制r

　曄療撰術撰助とレて・昭和39年より派遣医制度が実施

一零れて郭り、．今後も継続の予定。 　　　．、

　派遣医師Φ派遣期間は、1年問Q継続派遣が困難なた

め3～6ヵ月問の派遣。

　③母子保健活動の現状と対策

　a）妊婦
　妊娠届出状況：妊娠6ヵ月以上46．6％、8カr月以上

16．8％と高く、妊婦早期把握と健康管理が必要。．

　妊婦健康相談において異常のあるものは、35．4％で、

なかでも妊婦貧血が多く46％咲．

　離島、無医地区の多いこと、産科専門医の都市集中化

のため妊婦の健廠診査が牽けう為なレ）。

　 b）、串庫．．

地域輝坤く・とくに帥檸爆醗分娩37・9％
炉卸分勘鵬15・7％・出生児魎不詳・0、2％と高
いo

騨群中・鱗蝉症およ酬血編％を占ある。

　c）新生児

雛彫亡率澗産期耽蹴飢助産騨よる新
生児騨指岬遅れている・都曙古地区に紬て未
熟児卑答躯脚晒欺レ・。．

　d）乳　児

死因の3・・9％が肺炎澗炎・下痢、雛呼騨難

～撒死4・3％・1先聾常・5・7％》1離乳開御1全畔均よ

り約2カ月程遅ヤ ・。

、．

　e）幼児
　3才児健康診査の受診率約37％。死因の28．4％が礁故

死・碑準即不星帳郷の騨隈索嶢見、

第9集．

指導に支障あり。

　　f）母親教育

　母親教室ぱ保健所のみで開催。勤労婦人が多いため集

団教育がむずかしい。激育材料が少なく、とくに宮古、

八重山地区で大きな支障。

　2）現場の意見（保健所長）

　①宮古地区
　約15年間で12．7％の人口減少率。農業人口が大半。企

業誘致などにより収入を増やすことが、母子衛生問題の

第一の推進力。

　昔からの古い因習が根強く、母子間題の改善が困難な

ため日常生活を通じて教育撮導のできる立場の人の育成

が必要。

　無医地区の多いこと、交通の不便、経済的間題、古い

習慣が妊婦の健庚管理を悪く しており妊娠後半期の検診
．が多い。

　専門家以外の立合による出産が1964～5年64％」968

46．1％、1971年14ル5％年とよくなっているが離鵬辺地

では30％。施設の完傭が急務。

　新生児の届出が遅く、訪間指導に支障。出生、死亡の

届出の励行を強化すること。

　乳児では離乳期に問題があり、幼児では栄養に間題が

ある。また母親の育児時間が少ない。

　無医村2カ所、助産婦のいない所2ヵ所、産婦人科医

の常駐・2ヵ所で助産婦の高令化が妊婦の健康管理を困難

にしており、公的医療機関の設置が望まれるo

　県立病院はあるが、医師不足のため救急体制がとれな

い。県、市町村を中心とした救急医療体制の確立が第

一〇

　②八重山地区

　過疎への加速度早い。→産業を興し、経済的向上を計

る；と5医療従凄者、医療施設は人口を基礎に箕出する

のでほなく、人間を中心にした医療が必要。

　『地区経織を生かすため4）セング占を充実すること。

　医療機関の整備、拡充。

　離島においては、予防医学と臨床医学の包括が必要に

して＋分な要素であり、県立診療所機能に公衆衛生活動

をとり入れるべきであるo

　ヘリコブター、診療艇、医師、麿護婦の準術。

　離島、辺地では応急処置のできる人と施設が必要。こ

うした医療要員の待偶に対してきめこま旗なものが必要

　③名護地区

　若年層の流出が大きく、とくに男子人ロの流出が大き

い。こうした労働人口の流出晒妊産婦の労鋤べの負担を

大きくし、健康管理を悪くしているo
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第1裏・市町村別、人口減少率 111』昭和40年指定過疎地域
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少傾向にあり、なかでも減少率が10％を越えるいわゆ

るく過疎の勝が41もある。

　昭和45年現在、人口の減少をみていない市町村は、55

全市町村め中』 15市町村で、 沖細県の中心である那覇市

に県人口の％（2913％）が集中している。

　「ヒ・う・した沖縄県の地域性を母子傑健の立場から捉えて

みおこ・とにしたヒ・”　－

　　　　　　　　　　　　　　　コ　ノ　　
　2．　沖縄における母子保健の背景

　（1）　過疎の現状

、［イ〉昭和46年ぐ過疎に指定された地域（秦1衷）』rr

　人口め流出がく ・その地域の荏会構造を変え、そめ機能

を麻痺させてしまう現象を過疎と呼二んセいる。昭和41

年、 経済審議会地域部会が出七た中間報告の中で、過密

・に対し過疎という雷葉が使われておわ 、二公的には、これ

がはじめてだと云われる。

　過疎の現象を人口的な面と、地域的な画とΦ二方向か

らの考え方があり、米山は、これを整理しでr人口減少”

が、地域の社会的経済的機能の低下、発展の停滞をまね

いた状態」と過疎を定義づけている。

　並木、1渡辺ら砥、昭和35年ん40年の間の人口減少が10

％をこえる地域を人口論的過疎地域と想定し、900町村

を選定して、統計的分析を行っている。

　沖縄においても」昭和40年に、昭和35年ん40年間の人

酒減少率が10％をごえる12町村をご過疎地域として選定

していおるヒ身Lは、県†55市町村の％て飢．8％ンにあた

7りマそのう ち ◎町村は、離島であるる過戯地域12町村の

ながセも20％をこえる高い過疎率を示す町村ば2カ所

’で、 12町村の平均過疎率はζ「161『1％となってV・る。これ

ら璽町村は旨 隅和4ラ年年はさらに過疎となり、過疎率20

％をこえる町村も9カ所と増え、その平均過疎率も22．5

％と、昭和40年をはるかに上回っている。

　ロ）昭和45年新たに過疎に指定された地域（第2…庭）

　昭和40年～45年間の人口減少率が10％をこえる市町村

は、新たに12市町村増え、先にあげた町村に加えて24市

町村が過疎地域として指定された。

　したがって、昭和菊年現在の過疎市町村は、24カ所で

県下55市町村中の43．6％にあた灰うち19市町村が離島

で、79，2％を占めている。

　宅れら過疎市町村のなかで、 過疎率20％をこえる祐町

村は15』ヵ所で、全過弊市町村の54％を占めて、・る。な

お、24市町村の平均過疎率はく20，0％、r離島又9市町村の

平均過疎率は、2L1％を示している。このことからも、

離島の天口流出がいかに大きいかが窺い知ることができ

る。

　沖縄県全体としては、人口の減少はみられず、かえっ

て増加しているが、地域的にみると、沖縄本島北部およ

．び離島において過疎現象がみられ、人口の都市集中化が

目立ってきている。（第1図）

　（2）医療体制

　イ）医療施設

　住民の健廠を増進するためには、保健と医療の両輪が

うまく噛みあっていることが必要なのは、．云与、までもな

い0

　1医療施設としては、病院、診療所奉どがあり、沖縄に

おける医療施殺は、量的にも」質的にも 不備な点が多

く、本土との間に大きなひらきがある。

　一昭和46年末の病院数は24で、うち50．0％が」般病院、
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　　　　　　、、拭！村

　　　　　　　・ “村
ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ち

　　　　　i川　　村一
　　　、、凋　　 村・

　　　　　東 村

上

研　　』良』　部㌧ 1F

　　～1 ：．引垣　　　　市

1965年M

933，850、

　　 1静・31象1．r

　　無解

，

　　　・？992一
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　　＝喜臥．郷・嘱
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　　10，796

　　 』．38う48111ご1、陸、、、
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127536 一『

119，655』
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　8，124∵

　5，922

　2，q坦、ヤ

　9鯵，』・、

14・559；1・

　5，205

　4，603

10，266
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l　l945，1111

〆篭憲（％う㌧ハ・・卜1σ》51f f 一16．2（％）

　　 81、3唱～イ㌧r

　　5．8 ）

「

　　s812
』　：

ζ

　　9．2
』ン：『

二　吹　「

　　8，7
　　8．0

　　4，9

巳： 賦［ヒ：第蘇・『萄、ウ，頚ン別糖避屡、、，，

　　　　…　12，グノ1［1

罵51ぎ4σ『い憾

　’6｝317、二↓l　i 、、』．』22．2　

：5，03011： 1：耳5」、

弥

　4，022

　　　　　　18．3「　3，739－

　9，130　　　　　　11，1
36，559　　　　　　11－5．

∫

な　≠｝・

昭和46年

■　1 1穐数L［　q 精神縮「 1徽離b勝・纏．1 伝染織』

学セ

・属 　　逸
’1 」一弓 12

、響　。　　e（56÷・≧，7
　　き
（鍍，め

一一1F』 』F 　　2、

，∫

（8』3）
＝2」

ド：（8．呂）、 　　0
一5：、　■r

』

針　 8軌・・2一㌧ 9・・＝

し　　　　　　　（86・4）宰

　　 Fgb2’ノ

（1瓦．3）

　『猿3ト≡；櫓　．141づ1（・財

1晦 　32
1β）

第』4衷　種類別病院病床数（構成比う L㌧9． ”昭和46年

1沖

本

イ縄

’r

土

総Y撒 卜．轍病励 精禰床1結核病床：兼 うい蘇11鰍麻
5・脇

3　1♪406｝　　　　　　（24，9ン』r

1，893　　　　974紳
〈17・3》ζ湿をll，（23・4）　　（0ン9〉

1，082，835腫　627，58ε）…

　　　　　　　　（56．6）
2臨矩袴量麟ll尋） 1雛舗鵬

33，3％が精神病院、結核病院で、らい病院は、8，、多％と
　　　　　：ひ　　　　欽　　　　　　’な6ているじ本土と比較しズみると、昭和46年末め本土

の病院数はζ8002、う ち86．4％が一般病院ζ1L3％が精

神病院、L1％が結核療養所で、らい病院、伝染病院は

・1％以『ドぐあ りく』沖縄に溢いては譲精神ぐ1結核、兇ら“φ

病院の比率が高い議第3・表）瞬il謙泳 ㌧琴・・躯ド匙《：箸

・こ の病院数を開設者別匿みるとン私的病院ヵ｛66二甥ひ

公的病院が19％を占めている本土に対じ、＝・沖縄噂醸ぎ公

的病院が、約42％と商1サ至比率1を・占あで螂る蜜ン飛 ひ二． 7

冴人口10方対め病院数をまミピ2．4施設蕾ギ本まめ1％1そあ

咲 藁病院当・りあ人口はξ、4L，＝0虫人で本土め3摺強であ

病院病床数もぐ病院数と と
もに年！ぞ増え1｛ていお「ぷ～kl磁

秘眸末鮎磁床～依面工o万対謝．2床で禾土φ緬おセ

あ唇乙角壷類前に匁く激おと《24沿％が』般病床ゼξ向蓉神

　　　　　　　 歳”ガr
1 1L∫「 1” ｛『』’

＝

郭床33・5％・、ら晦騨・4％・ 繊琳照％批、鰍痺』
床0・9％と塗うてお遊頓挙車のナ般病床56溶％ぐ精神癖

床23・3％・1鱒燃llll縢、鱒麻解，％，・良瞬床r

・錫、叫ぺ一蛎騨よ咋輔床は・物構成比
が本土め彦で疹着蔽ン1精神こ結核ごら“め病床め構成比

をまく諏土ゐそれをヱ齢ξ塑之捷ら心・病1床ほ2賠もあ

る膿確）∵・ 鳶二鉱注！脚風◇a』ll
’昭和46年末におげる診療所数ほ、・つb4でい入自・10万対

甑曜秘蘇嫌生あ6醜賦・極撞滲都
ヒゐ≧…旨勢紀、医療施設を数酌だ薗春らみても本王あ辛、

分に満たない現決》蕩むがく1二内容曲産ほきな蛤ぞれ以上

耀灘鷺黙難繋il露r
』最近の医療をみる砕とぐその需要ほ増大喫ミ専門分位じ

ららある中そ、・厳療要員い差 15匠崖酷あ需籍ほ急誘であ』』
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り、国では、昭和60年を目標に人口10万対15P人の医師

確保を打ち隅しているo

沖縄におげる医療要員、ごとに医師O不足はさらに深r

刻であり、昭和46年末における医師の数は483人、人旦

10万対51．1で、本土の114．7人（昭和45年末）の半分以

下で疹為。しかも、医晦の都市地区への偏在が、沖縄に，

多くの無医地区をつくり だしているo

　こうした状態は、 離島、辺地においてより著明にみら

れるor（第5・6表）

　昭和46年末現在、無医村が県下55市町村の27．3％にあ

たる15町村もあり、無医地区にいたっ畑ま、52地区にわ

たり、この無医地区をもつ市町村は、19r歌全体の34．5

％を占南ている。

第5表　医療関係者数

i沖縄駕10 本　土
1人口10万対

医　　　　師
483 （51．1） 118，990 （114．7）

歯　科　医　師 136 （14．4） 37，859 （36、5）

瘤　　護　　姪
805

126，476 （12瓦．9）

准　看　護　婦 261
143，298 （138．2）

保　　健 婦 177 （18，7〉 14，007 （13、5）

助　　産　　婦 239 （25，3） 28，087 （27ユ）

衛生検査技師
238 15，984 （15，4）

診療放射線技師 82 6P411 （6．2）

診療X線技魎
25 6，211 （6．0）

歯科衛生士
26 （2．8） 5，804 （5、6）

薬　　剤　　士 433 （45，8） 79β93 （76」5）

（注）　沖縄昭和46年、本土昭和45年の資料。

第6表地域別医・療’ 係者数 昭和46年』

医1

全県　北部　中部　南部（945，U1）（114，070）（317，553）（408，164） 宮古（60，g53）
八重山　　那覇市　　コザ市
（44，371）　（276，380）　　（58，658）

師
　　483

1957）
　　　43

2652）
　　124

2561）
　　271

1506）
　　　23

2650）
　　　22
β017）

　　238

1161）

　　　　　　　　136歯科医師　（6949） 　10　　　35
（11407）　（9073） 　73　　　　9

（5591）　（6773）

　40（1466）

0　　　65　　　13
　　（4252）　（4512）

看　護　婦

准看 護婦

㌧保　．健　婦

助　産　婦

1衛生検査技師

診療放射線技師

’診療琴線技師

　805　 　　　187　　　　　　ユ49　　　　　　387

（1174）

　261　　　　　15．一　　　　 37　　　　　 乙、206

（3621）

　177　』　　ド25　　　　　　　65　　　　　　　56
（5340）

　239　　　　　20　　　　　　　83　　　　　　117
（3954）’

　238　　　　　12　　　　　　　63　　　　　　146
（3971）一

　82　　　　　11　　　　　　　23　　　　　　　44
（11526）

　25　　　1　　　　3　　　17
．（3780）

51

3

14

8

9

2

2

31

0

17

11

8

2

2

307

194

32

88

126

42

14

15

24

25

20

21

7

1

（）内は人口割、昭和46年統計資料による。

こ弓で、 母子保健を準めてヤ》く にあ顕り、大きなウェ

イトをも？）摩科医、 小児科医の現状を塁ると、産科医

は、82名、全医師数の17％で、本土における12、2％に

比べ、、比率≧レ丁は、決して少なくはない抵その5L2

％湖那覇市に集中している。小犀科医は、雀名で4，6％

にあたり、本土の28，3％のV5にも潜たず、その77．3％が

やはり那覇市硯集中レてレ濁。 く第7濠）

　ハ）輸送
　多くの離島をもつ沖縄では、救急の際の患者輸送が大

きな閲題で昂為？、今までば、進駐米軍のはか昏いで、ヘ

リコブタ「に垂1る輸遷が行われてい塵が、船導よる輸送

も行われ、陸路の場合は、大部分、．民間自動車の利用が

行われている。本土復帰により、救急車や患者輸送車が

市町村へ配置されているが、母子救急医療体制としての

利用嫁少ないようである。　、

（3）　沖縄はおける母子衛生統計丁

沖縄の母子衛生統計は、大正11年からみ亀れるが、1当

時、乳児死亡率の全国平均が、166，4であづたのに対し、

沖縄では58、4と低率であった。以後、常に沖網における

乳児死亡、新生児死亡は、全国平均を逼かに下回り、諸

学者の論議の的岸なっているのに、 梁知の通りである。

　戦後の母子衛生統計は・・保健所法り割定をタた昭和27
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1第7最 ．市町揖別産科く、小児科医の数

市　 、町『 村

那　　覇．　市
コ

』魁』市
糸 薫歪 、♪、市

石 綜』川…r1一市

；名二N蓼、1、』駅市

浦　 添1』チ 市 亮

宜う’ 湾＝∴一市『

i其〆志　川　市ン∫

石軽垣市’
平 ，ご 良　市
本一・・部　　町

与 那原町美’ 課－村
嘉　、逐ジ　納・、村

久・米ン’島具志川村

計

産鰍睡、

、 ／
”

小児科医

　　42　　　　　　　　』17

　　し12　　　　　2

　　3
　　2
・1引

ゴヌ　　曳‘

　：’一”3 　　　　　　1
　rk
　、、3．「

　　x　』
　　盆 『　　1
　　、 1　　　＼
　　　『‘　　　　　　　　　　　　　■　　ヤ　 バ

　　2　　　　‘／■
　　 1 r
　な き．r塾　〆

　　牛2　　　　　F1
　　一・≠ノ
　　ー∬、・

・82

、

22

第9表　乳児死亡、新生児死亡二妊産婦死亡の‘

　　　年次推移

暢鞭賊麹死亡率騨7瓜・全国吻94』
咳で劾瀧締なる・』
漸甥死亡嘱録は．、昭和3陣からみられ、当拠の新

生児死亡率は、1．9で、全国平均17．0に比し、いかに低

瞭炉わ力嘱 t』㌃

ト 二・∵　　ム・ヤ　　士－

：轡曝雌 艦 自然物率の年次瀞

乳児死亡率 新生児死亡率 妊産婦死亡率

浄 醜止綱本土 沖琳土
1952

12．7 49乙4 25．4 11．1 17．0
1955 ユσ』6

　’ノ
3鉱8 22．3 17．9

1958 』8≧3』 β4ご5 》
｛／19・5 16．1 15‘5

1960
10．5 30．7 1．9 17．0 9．9

13r1

1965
10．1 18．5 1．8 ．111．7 11．4 8ボ8

1968
11．6 15．3 4．0 　～∋9．8 8．9 6．8

1969
11．1 14．2 4．1 9ユ 　6，6

518

ほ970 9．0 、β．1 3。’2 8．7 5．7 ．5r2
1971

10．8 12．4 4．5 8．2
3．18、　－

1ド4■5

実情は鯛がでな囑

沖縄でも・照秘年・o月に母子嘩海醐渾駄…こ

を鷺妻鯉、拠鰹難轡1れ1る

第職死麟鯛噸死亡鉾次擁

下出 生率ゼ　死 亡．率』’ 自然増加率1

死産率 鵬期死亡率

沖 縄 本1土沖 　縄 本『』 ・土

1969

…1970

1971

・ユ0，5

．9

一・一 0‘4 68，6

　　　65，3
　　61，4

9．2

．2

21．7：

20．5

沖騰 ．‡1沖緯土沖縄1本土
第U表　施設外分焼及び妊娠届出状況の年次推移1

1950
、』・

！1955》
1960

1965㌧

1塀o
l1971．

33．4ミ　2S．又

27，5　　1914

、22．・9マ17』2

2ユ，6三 ’18．6

．22．3　18ゴ8』

　　　　ノ　121．9　19ト2

　7．4

　5，5

、

、5！1

・5．－3

1「 ，2

10．9

7．8

7．6

7．1

＝6．9』

』6。6

26．0

22．0

17，8

16，5

16，S

16，7

17．2

U．6

9，6

11．4

11，9

12，5

施謝脚’妊鰯出（霧蓬）i

沖、縄本　土沖　縄本　土

棚轡る過去5輔の年間出寧諏．黙死亡
率ば5＝2ぐ自無憎加率は、16．8であり冠全国平壊の串生

縣翫畿難陛讐学舎響暉出照鰍くなり離徽＿
鞭撫醜鵡灘轡早、肇慧講論腺殿襟嚢隷
醜機騨出ぬ昭和鎌立法さ騨〔、いる力幡約拠ありご鞠禦み嚇土ρ：2
梯榊途融実勲運びとなった力響生保灘難蹄もある・　　　　二治　㌧
行されで噸癒どとも尊？て・一般に認識力簿． 鰍外分娩も年磁少砂つあ為が・麹・本土の…3

恩届出赫ナ分歓め・死産鷹殖を示している・一』倍もあり・低魔児の出生も本土の約轡である・

だま 、人工死産にづいては、記録もさだかでなく・その　　…こ のことからも・沖縄におけ る助産施設の不備がゼい

1965
41．6

、　　　16．0 ！50．4 58．6
1966

33．4 12．3 27．8 64．6
1967

26．3 9．6 34．0 66．5
1968

20．4 7．0 37．2 69．4
1969

15．1 5．3 42．0 72．3
1970

U．5 3．9 47．4 7与．3

1971
6．9 53．5 ・78，4
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かに大きい奉をぢびが輝知ぢごとがもき塔も

蹴櫛輝曝磯聯緯づ母鰹即、
ンき

ゴ、：
調奪1ン，

「・

犠；．

　（1）　調査方法・

　 ・離島を中心にぐ肱口減少率10％以上を思われる地域に

駐在する保健婦を封象にアン歩一ト調査を行いぐ北海

道、．東北を関東ぐ北陸ミ11・中部蔓近畿と中国ぐi囚国、、九州

の9．塑ツ』燦行櫨調様卑鍵駒泌▽i畷査の
中から、人口減少率⑩％以止の地区の喝ρを（マ激塾甲←

1ルとしてζLアマケプb調壷の内容お零び紹果を分栃し、

検討、を加えてみだφ｝ 歌㌧礁財』1、．雪』ンli 幸　、き鴻 1’

メ（、2｛））調査㊨結果厭び分析rr：ノ，ぎ．㍉1く1㌧1 ＝：摩・艦

　イ）過疎率別によ る調査数　　　」1トじ1・
L』 笠，1’．ぺ隔

　調査地域は亭3スでζ、．そのうち10％1以上Φ過疎率を歩す

地域ば24縛・．rう腿疎率2Q％未溝の坤域尋3（54・2％）～ゴ12Q

％以出の繊は1雄5・8％》瀬勘疹／匠灘海道諌北“関
東ぎ北陸試中部ζ．近畿く＝i．中国、㌧1四国ぎ九児の9グ善ヅク

の調査地域％のケ濠 知．彫、トy卓誤ルと也ての過疎率10％

以上の地域は餌で“そのラちぐ過辣率20％未潜璽地域に

卿α・％）・賜糠磐鞭駆磐麗である・

・綴瞭地麟糟鶴 師・勉45年間璽ゆ

i螂癖肋穆る誕搬2表） 1漸、“、一
…』昭緬麟輿和碑の吻加砂率・馴画纏

i鱒・糊解整鰻撫幣贈15％鰐詑1卜・
1一・レ（以下本≠とすう）67騨の脚過疎率・71聡攣

藩廻観称趣鰹鱒2も鯉におけや鞭．
現象がkいかに大ぎいかが励’弓・（第曝）

　貢）妊娠中の健鰭理　 ・ド櫛乏町『

　過疎地域において、妊娠中の健康管理鱈豊ど真で行っ

霞まず｝欺ヵ所の医療保健衛生機関など燈の1み健康管理を

ヒ行うて聡る地区と“2功房以止の医療保健衛生機関など』

rで行らでいる地区どに分けると、、本土の場合を額 11カ所

鰻3施区55‘2％濯2カ所力醤ミ；28地区4L8％で瀬者の

比率に夫きな差欧み1られないが」ノ沖縄ではく「㌧江カ所が19

地度マ9．2％、1ぐ筆勇所が14地区161i7％寿、∫約18割がξ1三1力

斯の医療保健衛生機闘でご健康管理を行ら1でいるこ孝に

　』このこと弄よ、 ￥中縄に医療保健衛生機闘が少な くく・ 健康

鯉肺な 磯関に騨鵬馨どるま紙騰準の
地理的楽件．も加わっ《マ』保健所の管理指導も行届かない

こゴと吋起因1しでいる紅の、と考えもれるぷこ4〉鰹康管理の

場所を医療保健衛生機関別にみると々｝沖縄姻ま纏「その

∵他コ3士1・6％～寸’・F産院」 ⑯3％、111r助産所」 ・15118％ぐ ・F保

～・1第12表聡ブ罵壌ク．別く過疎率別く＼調査数塘ン

…・半「F㌧、二1 ■』レ

0ん倉19・ 計
レ　　　　　

東 継’融姓
　』P1究　一
馬、1・16一 仁も＾…1 ．0輔ヤ岨2．

欄翼藩嚇
北　㌧陣ξ、

、r中、11≒部
’、幾

∫中ドド国
四　　申

lt．81
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　｛、　
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ヒ
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14
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毘
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婁5

金
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5
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い

1 餐 ♂　u
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∵1髪
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第13表　オ匡必ク房瓜乳平均過蘇率、平均埆生率1、1

／・吻・陣噂乎纏輩騨轟覇舞翻

鳥マ留燐…い 撰鄭 蹴尋賜
．己＝”12．

5　　
関　　！東 ン黙6』一』蹄凋禽 ｝ヒ1・…照9 』10．5

北 、、

一陸 8 ．．｝、18i3T 、13．3 ．11．7．r

中　　い部1｝！ 7 』lb‘爆牢．rIl12．11 9．6

　
　－　’　胃　　　　 　■T　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　「

畠、L』　」、！’甕・1・

中・ 1哨鼠

さ』4r』12

？ 胃円

孤9」・1『・、・．　　し

「 ．rf・裏4，8

薙1い～『
10．9．

9．8

9．〇

四唱．制国a 姶9r・叉．マ 171浴＝＝： 曽i 1邸ユ｝ 8～β

，ノレ寿、ll：地北海　道

8
　　・＝15『2
レ．1｝ ビ『療

・18甲1

冴・7114，5i、 1 11麦ぐ．

　12，6　
『　　■戸　　1　　　一 ［　｝　り　“

・小ぐ・．■聯’岨 110，渥こ

’r『ハ1
＝監

ヂ・径1；5・1〕

　　　　　　　　　　　　　　ビヒヨいし　　　　　　　91㌧　　＝18， 5　，　　　14．3 　、　．10’8・・

　　　　　　　よ　　プリ　　　　　　　　　　　　　　　　　ワげぴ

　（駆鵜知減弊聯嚇軽魁1ご凱・続
、健胸翻％獣纏」押i5％め騨筋締る継、
∬勧他」ほく卑騨紛研蹴・助塵撰た断

保健婦猛唐による老1跡畠騨吻」保健相、鋒1を指しξ・七の1

rその他」噸鰯砧賦ゆご≧は｛「獅述靴離
密濠1どφ地理的条件が実き惹耳映レで侭る庵復1と思われ

蕗3竃晒に対しぐ本止℃はく・ 丁病院」f40逼％霧τ睡の倒
き

21脇耳母弾魁坦ゴ甑螺健附趣％奪
r産院」翻％灘麗所∫2・彫の順で縛騨魑じ

ガ瞭ら薙猟偲弛ゾタ司ゴど優殉攣49
蜘岬て勤樋疎地域にお噛ミ母子嬉嬰離』
・ぴ市町村が妊婦の鰹康管理に大き・く関与し淀い痢こ、≧に

奉る・ 2漸城の医療購馳麟蛮 鰍解師』
蚊でVりる場合にり螂てはく本土ではさ「病院事と「母辛童づ
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第14表　ブ，臥ッ、ク別、人口減少率別（過疎率）、

　　　妊娠中の健康管理場所数

人口減少率

束　　北

関　　東
北　　　陸

中　　部
近　　畿
中　　　国

四　　　国

九　　　州

北海道
1小』 計

沖　　』縄

、』計

0～9。9

1　2以
カ　カ上

所所
5
6
3
0
0
1
1
0
0

10．0
　～19．9
又・2以
カ　カ上

所所
1　　4

2 4

1　　3

1　　1

1　0
2　3
2　　3

1　　2

1　3

2
0
1
3
3
4
4
4
2

20．0～

癬
0
1
2
2
1
3
2
1
2

0
0
1
1
0
2
0
0
1

第16衰 妊娠中の健康管理場所

12

M
12

　8

　5

15

2

　8

　9

［病 院i箏劃産院1保酬助産所1そ碗

　　　　　（％）
沖　　縄　　10．5 26．3　　15．8　　15．8　　31．6

・6い2国23国512ig5
3中・1”21・・121r・127

・gl’・233レ251凋
・一

31・22

第15衰遍疎率別、妊娠中の健康管理の場所の

　　　割合比較（数字は百分率）

本土 雨一玲827飢・6

　．　1 10．0～19．9∫　　　　　　　20』0～

沖　　縄

土

』7砿91臥4牝7∫
1高9感9 』Z・ π・ 即季

81．81 8．2

　　0
ンタ占」　「保健所」　「産院」 「その他」O組み合わせ

．がβ7，3％、を占め、　r病院」の占φる割合帖、やはり大

軸ゆで麺説縄で昧「病騨と「嘩卵が50
％を占めているが、数的に少ないのであまり問題になら

ない。（第埠表＞　　 　　　　”場k・

　妊婦の健康管理を行う揚所を、1 過疎率20％未満の グル

〒ブと20％以上のグル1屯ブに分けてみると、沖縄では、

両グル÷ズとも」 8割が1カ所で健庚管理を行っ、てい
る。’ （第15表） 1卜

』、配・

　本土では《過疎率20％未満の．グルーブでは、 健康管理

を1・1一ガ所で行づている地区と2ヵ所以上で行っている地

区との比率はく半々であるが、過疎率20％以上のグルー

ブで獄葎カ所で行っている地区が7割を占めている。

“妊娠中の問題とルて多いものは、沖縄では身体的なも

のが48ユ％｛と圧倒的に多く、なかでも妊娠貧血・が多

いじこれに対しして、．本土では、労働が24，2％で一番多

く《次いで栄養の18，8％、とつづいている。

　また、妊婦を管理して いく上でく難点となっているも

のは、沖縄ではく医療機関、専門医の不足が大きく、次

いで妊婦の労働、身体的障普があるが、本土でも医療機

関、妊婦の労働が大きいようである。

・出産までの検診回数は、本土では、2回6．0％、3回

9．0％、4回16、4％、5回26．9％、6回以上38．8％でく

5回以＿bをとると、65．7％となり㌧検診は」 よく受けら

れているようである。

　1これに対し、沖縄では、1回8．3％、3回25．0％、4

回33，3％～5回20，8％、 6回以上8，3％で、 5回以上を
とる』と29ほ％で、 受診状況ば、本土の半分以下であまり

よくない。地域における医療機関および専門医の不足、

母子センターなどの助産指導機関の不備が、かかる結果

を招いてし ｛る一因と考えられる。（第17表）

第1ア表　出産までの検診回数

・ 回卿・回郷’叩皇回界睡

沖

　　2　 ．　　　6　 S　 　5　　　2　　　1
縄（3∫3）1 （25・P）（33β）（20・8）（8・＄）、（4・2）

至［・くゐ）厭）
（　）内は首分率

　ハ）出産場所

　出産場所を、過疎率別、順位別にみてみた。まず、過

疎率20％未満のグル」ブでは本土の場合、1位は、「病

院」52．2％、r母子鷹ンター」1512％、r診療所」23、9

％、rその｛也」2，2％、r助産所」2，2％、｛自宅」4．3

％ で、・ 「病院」が半数を占め、　r病院」丁診療所」を合

わせると医療機関が76．1％を占めている。

　2位は、r病院」34，0％「診療所」19，1％》「母子セγ

ター」14．9％「助産所」ユ0．6％、　「自宅j10．6％の順に

なり、r病院」r診療所」の医療機関が53』1％と約半数

を占めているQ

　3位は、r自宅」29．8％、r助産所」17．0％、 r病院」

10．6％、r診療所」8．5％、r母子センタ1｝」．2．1％、の

順で、「自宅」が約3割を占めて、くる。一

　沖縄の場合、1位三は、　r診療所」、r自宅」 が、各

30，8％、・r助産所」23、1％、 r病院」 15．4％の順でr白
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宅』が3割を占めている。2倖は㍉∫［助産所」1τ自宅」・

が各30‘8％、 r診療所」、23，11％」病院」1騒％の碩で・

やばり、 「自宅」．が二3割を占めているづ慣倖は、工助産所」

，381・5飲哨宅」、234％、・r病院」、．「診療所』．力洛7・’7

％になづて、・．る。 （第18表ン ．』 、．・・ IJ　’』

　次に、過疎率20％以上Qグル7ブでぽ 本‡の場合∫

1位は』 r病院」85％」自宅』 1Q％“「診療所」5％

の順で、r病院』、 「診療所』の医療機関が．g．割を占め

てV・るる 2．位は」自宅」 30％」診療所」20％く ’「助

産所」2Q％、 F病院」くr母子ヤンタ戸」卸5％の順で・

・「自宅」 が：3割を占める63位は、』 「自宅」．30％～』｛診

療所」20％」　「助産所」、』1「その他」各の10％順で《』「自

宅」が，やセまり・3割を占め るら　
、．

　沖縄の揚合、1位は、「自宅」36．4％、』「診療所⊥

ご、r助産所、」’餐27，3％の順、2位は、 Llr助産所」36、・4％、

F病院」ご、「自宅♪各18潟％く「診療所」ぐ「その他」各

9，％の順で、丁躰産所」が約3割を古めてぎている・し

r3位はしおよぞ．「自宅」30％、．「診療所」20％u　r助

産所」、』rその他」者10％の順で、丁、自宅」が3 割を占め

ている。1』（第19表）：」・ 1・－ 』 1』”　 ＝　〆 シ ‘・＝』

1順位隔

’　・、　 　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　P 一㌧　　　
－　　

院 野弦判』診療所卜助産所』 え 粛ρ価 記．な

第1串蒙、順位別ぞ、、毘塵場所　（D

．、

以類躍場弊ρい℃勲収みるしζく 祉㊨搬
嫡、豚之，をど身割近く寿助産雄設で分擁炉行わ・れて雰

り、なかでも、医療機関での分娩が多いが、過疎率の商

、恥地填で蝋・自宅分雄が脅一く・ 過疎現象‘P六尊y’地塚で

，臨騨鰍曜鰍助産鰍蘇療課との連携融
り必要かと考えるふ　【7二1…浮、辱』、1でc ＝

F 1 』「』 ＝・一

欄錫鶴1緯体樋して…自紛娩拶侮助産
施設の不鏑び窺鼻為る したが！gズ篤助座地設、〆犀療機騨

の整備が急が胞疑共に、、地騨燐獅蝉識嚇揚

にも努めねばならな阿・6・ 或
’ 1㌦ ・△∵1㌧！

』．

　二）医療要員　　　　　　・、’！r』、：．』！い

　母子保健を推進していくに、最も必要瓜・産科医冠，小

児科医は、本土では、ともに常駐していを地屡嫡、ユ6，4
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が、 20％以上の グルーブでは、60％であり、 過疎率が商

くなる とく産科医、’ 児科医の常駐6割合が低くなっ て

』いる。

　沖縄では・79・1％の地区に、産科医ぐ小児科医が常駐

していない。僅か虻8．3％ の地区に産科医寮常駐 してお

り、小児科医は皆無の状態である。

繍率2・％以上のグルヴでは、産科医』小児科医と

も陣く磁しのが現状である．過疎繊に榔て、 産

科医ぐ小児科医が常駐していないヒとほ、
母子保健対策

上、まことにゆゆしぎ問題であり、・沖縄においては、さ

らにその深刻度が大きい。

　ホ）救急体制

』1）医療機関

』救急の際に利用ナる医療機関をみ七みる と本土では、

「瞬病院j・』 rその他」（総舗院以外の公的、私的
病院を指す〉がv各44．8％、』1「夫学病院」3．0％、 「診療

肋総％の順にな？がる。
一

　なお、過疎率20％未満のグル4ゾと、・それ以上のグル

ー捌にみても、これら医療機関の占める齢に大差は

ない1よケである。

欄では・「その他」・62郷｝ 轡搬」12・吻
「診療所」4．2％の順で、総合病桃以外の病院の占める

比率の大きいのは、r沖縄に総合病院が少ないためと考え

為。・（第21衷）

第21表　救急の際の利用医療機関

＿」塑亟墜院瞬旅の幽なし
　　　　　（％）
沖縄一12・5 r4』262・5 2・・8

　　　　（％）
本土　44．8　3．0　1．5　44，8　6，01

（溝）

禦鱈 「鱒院」岬の職 私的

卯←医澱隙で唖離は、杜暢合、 ・～2km
3・0％』β～1bkm・0、4％、11～・5k嘩6．0％、16ん20km

22．4％、21～30km14，9％、30km 以上3L3％セ、20km
以上が、46・3％を占め、約半数の地区が、医療機関まで

第9 集

20km以上もあることになるる

　 沖縄の揚合は、3～5km4．2％、6～10km 16． 7％、

16～鰍m4・2％、・21～30km12，5％、30km以上25％で、

20k血以上の地区が37，5％を占めるがぐ無解答が約40

％もあり、これらの地区が遠隔地にあるごとから考える

　と、約SO％程の地区が、医療機関まで20km’以上あると

考えてもよいのではないかと思われる。（第22表）

　 2）孤液センター

　血液ゼソタ『一までの所要時間をみると、 本土では、レ15

分以内L5％ぐ工6～30分3．0％、31～45分7．5％ぐ46ん60

分23，9％、：61～120分37』3％、120分以上23』9％で、30分

以上が92，6％を占め、60分以上は、6L2％を占めてい

て、ほとんどの地区が、近くに血液センターをむってい

ないことになる。

　沖縄では、30分以内8．3％、31～60分4』2％、161ツ120

分4．2％、120分以上29、2％で、30分以上が37．6％、』60分

以上が33‘4％を占めるが、無解答が54。2％．もあり乱これ

1は、沖縄の揚合、血液センターは那霧市にしか設置され．

ていないため、解答できなかったものと思われる。した

がって、ほとんどの地区が60分以上要すると考えてもよ

い。（第23表）

』なお、沖縄め搬噺要時r蹴、ヘリコブターによる

ものが含まれるo

．過疎地域においては、地域の医療機関が、救急に際し

て十分な血液を確保しておく．必要があり、これがま顕、

過疎地域の救急医療体制の整備にもつながる。

．β）未熟卑勺ンター

．未熟児センぞ ｝は、854卿地区がもっていな疑。過
疎率別にみても差はみられない。沖縄には、現在のとこ

ろ、未熟児センターは、設置されていないが、沖縄の母

子保健推進のためにも・、今後設置が望まれる。

調査駆洛保騨嘩急体制へり要望をまとめてみ
る≧、本土では、　「輸送機関」29，6％、r受け入れ病院」

，32r1％・「医療要員」11・1％r血液確保」4・9％、rそ

φ地」22．2％となり、 rその他」の中では、道蹟の整

備』情報網の確立、整備が主である。

　この要望を過疎率別にみると、　「輸送機関」において

第22表．医療機関までの距離 （　）内は百分率

～2km　　～5km ヴユOkm

沖［ 縄 0　　　　 1　　　　　4
　　　（4．2）　1（16．7）

本 土 　　2く3．0）
0　　　　　7
　　（10．4）

～15km　　～20km　　～30km　　30km～　　記なし

σ（生δ（・Z51（2臥。1「訂

　　4　　15　　10　　21　　　8〈6・0）　（22・4）　（14，9）　（3エ．3）　（11．9）
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第23裏　血液セヴ1タ←までの所要時間

　　　　　　　　　　 （．：）．内は百分率
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る救急体制には、「輸送機闘」とr受け禾れ病院」が、

主役をなすものと考える。（第24表）

　へ）過疎地塚の母子保健に対する要望　　∫7　　猟

　過疎地域の母子保健を推進していくにあ商ての保健

婦の要望をまとめで、みわ。
〉 ： ミ呉「ゴ』 r 』』’

隔
．、本‡で嵐、：∫隔誉機陶4・聯・「曙療槻関」

171 専％・

』」二奉療要員」βQ7♀％81工財疎面」』13・2％、 r，「その他」
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子健康セソターの拡充、地域年挙け為組織活勤Φ育成、

｛乳幼児曝療費璽無料化など燈ある¢ r 』霊3　（甘

　情報網め整爾、確立（、保健指導機関な，らびに指導員の　1
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　7）総合病院が、那覇庶具志川市各11ヵ所しかない

こと。
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　現在、沖縄には、一つの大学病院（那覇市） と、』

つ

の県立病院（糸満、具志川、名護、石垣、』平良の5市）

がある。これらの病院を整備強化し、内容の充実をはか

　り、基幹病院として、十分機能が梁せるよう にする。こ

とに少なくも一りはξ未熟児センタ」を設置することが

まず必要である。

　次に・聯蝉・とく に酬翠の確保をはかり、尊門
医の都市地区への偏在化が防げるような措置をとること

であ．医第三には、輸送網、情報網の整傭、確立を急

ぎ、医療機関と地域との連携を密にすることにある。第

四艦、、地域に母子雌康センターなどの助産施設、母子保

健指螂機関を識置し、母子保健専門指導員の養成を行

い』』地域医療機関と常に連携をとりながら、地区組織活

伽育戯圓く こ拶腰かと考え簾る．
　こ璽よう塗判策の上にたって将来の源縄における母子

保睡撫てみ旭 》

　母子保健を向上させるには、地域の母子保健に閃連す

　　　　　　　　　　　　　　　　　い碕ゆ繊擁実噸握し・適購鯉を行うことが

腰で瀕。
　この情報の鮒、処理を行うセンターを設置せねばな

らないが、人口50万に一つのセングーが疹粟、といわれて

おり、沖縄の場合、南部と中北部に各1
男’

のセソター

設置を考える必要があり、 母子救急医療セγタrを併設
して、、構報と 医療を密接に結びつけることである。地域

には、人口10万毎に、医療機関と保健所を併設した形の

施設を設け、 ．これをキーステションにして、地域の情報

が常に中央のセンターヘ流れるようにする。さらに人口

5千～1 万毎に、母子センタrを設置してその地区の組

織活動、衛生捲導の中心にするごと昏、 母子センター一

病院、保健所（地域医療保健璽γター）一情報管理セン

ターのパイブをつな ぎ、明 日の母子の健康、． ひいては、

住民り健康をっ、くるのであるq
、

・第9集
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2．　北 海　　道

1）、研究目的

　①北海道は、1行政単位としてはその広さが日本で最

大（7．8万km2）であるうえに、人口は517万人（昭45年）

で、人口密度は65，8人1km2（2位岩手92人）で全国最

低である。』1

　②　全道の市町村の約3分の2は過疎地域対策緊急措

置法の適用をう けて いる。

　③寒冷の地域である

　などの特徴をそなえた地域である。

　以上の背景の下にある北海道の母子保健の現状と蘭題

点について検討を行う自的で、昭秘7年11月7日1』札幌

市において北海道庁衛生部の協力の下に　 　’

　1）　行政の立揚から

　2）大学病院および地域の基幹となる総合病院の立場

　から（母子保健と母子医療）”

　3）　現地指導者の立場から

　①市町村の立楊から（市町村長、保健衛生課長、
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松島他＝沖縄県及び北海道における母子保健の調査研究

　　　保健婦）　　　　二1畷；♪読1 11　ド　　　　　　　　　　　楢幽敏士（北海道衛生部医務認傘顧係長）

　　②保健所の立場から（保健所長、保健婦婦助産ズガ翫⑤北海道爾医療体伽rl、、、、

　　　娠魁溝冷 　　楢鰍士’卿蘇麟画㈱

北海道庁衛螂轡・篤蹄1鱒に噸獣，12塘雌晦御ll咽からみた母子保健の現
よ髄勧うけて購吻即璽雲雛暗繍轡戯㍉・、．・槻灘．プガ纏
の母子保鰹に関する翻究工北海道坤区研究会開催要餌を、　』”〉赤橡デ明属市立札幌病院小児科医長）

脚）の担当 に塾騨轡蜘鯵頼し 1⑬現鵬躯鹸争現状説贈見

（1） 行発織抱．経過、実態驚陽画騨雛叢騨饗卵
　　　　北村幸一（北海道繊振鮒鱗晦幹≧． 駆勉獅織姻鰍鱗蘇長）

②鍛灘騨政 ◇ξiゴ9繍羅羅舞・

　　　　　　　黒1，　　　　　　♂穿鮒1ゾ
Ni）蹴灘』凱届騨謡

　　　　　　　　　　　　　舗。11認二鞍メ僕　　 　ジ 、』㌻ 1、㌧’，

　　　　　　　‘11 仁L　l1一・1① 1北海道過疎化の経過と実態1 　　　、ッ／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道地域振興対策礁務局主幹　北　村　幸　一

　　　い「【1戸樋　　’　　　　　　　　　　　　11ぴr「・『1』ミ〆ド1『5

… 癬戯鶴酬κも濃山漁極ξ莇欲償晒そいる乙　　、
i醗出が縢とゆ過疎輝騨脊滴地恥少蟹，、ニヌi譜道臨？呼臥国凱道道礎町樋鱗騨
腿“、餌繊蝋難羅勘齢を鮒ている繍瀕く麺おりく乏く略鯛鮫通蘇が騰と なつi

即数は計、i婁舐全髄叩鱒3分の2奪勲餌ている・ 純ム月の稀薄｛松幣騨の普蓼によ匹、
る1ず・　1．．乍　　　　r堰r・ ・．1　　　　　望；、L

、こ

．』鉄道パズなどめ利痢率が低下し、遥く彪民営鎚スの赤字

2・過疎地脈お純斡導的紛布して㌧’眺禽路線の休廃止が勤，く・地域嘩9交通の蘇を齢覧
入換減少は主芝して　　　　　　　　　　　　　　　　　ため市町村におい七代替運行を実施しているところが増

○沿繍勤不振　ざ、◇1、・
，・ 、．T、註、 1・』触衡る仁亨・ 騨即弊働烈弊晒鱒た

　Q　山村地域の産業および生活基鐙盤備のおくれ　　　テレ『ビ難視聴地域も少なくない。

、・
』』・ 炭地域め閉山『 1一

1』 1』1 、1』 。　　　　　 ぢ二15過疎地域につV・《はミじ昭和45年過疎地域対策緊急

　○　先進地域や都市の雇用吸収力の増火） 1、紡獣．．　措置法⊂〈過疎法）都倒定され、く総合的な諸灯策が講ぜお

などカ｛要因となって くる。』［朝　 』』 1 』：：ポ、£｝二’、ゴ1　　　　　れている6ヌ　』 　心ぷ　 ン、、武♪ 湿・、試貸ψミ1折，、1 朕鱈

』ぎll　l　r過疎地域め産業章まひ農業におけるよらに農家数が　　　6．一過疎地域振興の基本的な方向置母。1卸llぐ▽1柴：；巨

減少しても、漸次経営規模は拡大する傾向載み
＝ら「れる　　艶①’芝広大な土地r 豊雷な水につい蓬総合的な観点から

が｛、概して生産性は低く鄭坐産基盤の整備ぐ1経営の近代　　有効利用をはかりづつ生産基盤の整備之緯営の近伐化な
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第噛 O《一は調査市町村
北 海　道　地 方

・天幾域

　　蝶撃’

　　　　　　　　ド　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ノ　　　　　　　　｛・

　　・浜益村』墜
　　　　　　　ノ　　　送毛 蕊い
　　　掘． 、唾　　願村　　。瀞
　　　　　　　　、・
当胴　研町

　　　　 欝本難鄭恥
　　絶構、

二・『 ，～響

紗㌔
　〆

　　　線　｝　　　　　、．A亀r

’1『市

、あ

奮y・こく薩イ

駆
　　　線　、づ
　　・　　　、
　　1　　■　　■　　

F

　　じ　　　　トし

，瀞欝㌃

　　　翻、、

』町

湧嗣

泌

睨冶

．1，■・r’

　　　　　　海出
　　　　　　　　懸

　・・’蛭　＼
　1　宮’　　　　・
　　躍．　　＼＼
　　　　』 騒丞鎮　㌦・

長暫礫匿壷沼 町　町町

〈趨噸
　廟一、

鋲
　㌧

　　　　 ノ

　　　　ノ
　　　　／
　　　 ～
　　磁　　．
梧　　　！　　　　　　 津

誕鑓・
甲・；F‘　　1　　本

F　r　r　　酔
『　、

別海町

1：2000000
、

　魯

拶
癖

木古内町

知内町

福島町

留桧日根十空宗鋒釧上渡胆石網
繭山高室勝知谷志路川島 振狩走1

支支支支支支支支支支支支支支
庁庁庁

．庁乏

庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁
松前町

第1衰　過疎単域の人口の推移（1）、 （）内は％

メ匿舗》1　甲和35年　　昭和4・年’　昭和45年・増 減』率・
14・ノ35145／4・・

過疎　域一趨齢　繍■　鯉諮 請「嘱
愈．き 道 　癬1。6 　ll魏。。　1灘87　a6 μ2

（注）‘i5噛鯛査ぬる2）・鰍地騰鞭瀬肺醐嫡る（以下同じ）

どをすすめ、食糧供給基地の整備および高生産性林業の

展開などの方向に沿うて過疎地域の農林水産業の振興を

促進し、住民所得の増大をはかる。また、その他の地場

産業につ“ても地域の特性に応じた育成をはかる。

②・ 過辣地域・と他の地域間および都市間の道路網の整

備を積極的に行な跡く時間躇離の短縮をはかる。

③　教育、 文化、厚生施設の適正な配置と整備を促進

し、住民生活の安定をはかるo

④　既存楽落で生産および生活基盤の整備が困難な農

山漁村の集落については住民の悪向と地域の実態に即し

て集落の整備をはかるo

⑤　生活環鏡は総じて整備がお くれており、とくに医
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第2表レ1：び過疎地域の木口の推移（重）翼 ご1

区 ’繭轟虞

過：二疎地域 姓　（2⑬『
　　　　　　　　1乳4302177

（25．6）L
1， 34琴，享2弓1

全 道
（100．0）r

5，329，612

（100．0）・

5夢238』647

憎さ 滅．郵
4β／墾5・1 47オ46

（泌・7） 侶∫・、　』・
1，2gq・5％． ム＼6・ 7 ．今、3・8

5，2297096　　△　L7　　．ム　0．2

（注）　1）　住民登録人口による

　2ン　各年3月末日による

療の確疎之水道施設な薯セこ恵まれ七七確脈ぎまた、過疎

轡隈騨〆：騨牛徒卿轡耀 嘘，・教育水準

の鮒向跡騰と庶 とくに繍繹1衷噂概後

㊨過鎌繊6農酬激雌鰺鯵力1躰ま・
た漁村は・長い灘纏鰭鍾蜷鱒う糟・騨
盤嘩雌鰹懸纏晒・』． 』二滑， ．、

、φ・趣、、轡轡騨蕪却∫諺鱒嘩賄

期卿獣，餌轡騨購曝陣轡騨齢制
度、過錬地填交通確保対策黍梁く過疎地域道路なξ代行

整備臓 日本醜脳縣穎鮒騨鵜雌島騨

鯵嘩醗鰹騨磯…懸聾撫黙

第5表 過疎地峨の経営規模別農家数の推移

、区　　分 ～5ha
15～ヌ・劇1・Qh癖創 、1 計ゴ

、獅14峰

和菊年

弓㍗

ゼ与7ジ

　　　　8，メ』∫

恐
、ト評、7：

くrl躯越・5」

、

’（甚10千戸）　　　　

ユQQ㍗1て01千戸）　嚇、．．ン囎卸

』鱒趣轡灘鞭∵1』1 三．
’■「 ’㍗

過疎c堪『域、集

．全　 道 ⑯千円即，懲艘馴

鴻奥、1三翁こ：．二

湧過・疎r地、域ぐA升

全　　 道（B）

：
㊥）／（3）

、，

　　　　
kml μ千人

…　　　51；bOO

　213察『馴、
．、

、

　 ）、粁．・
6与

《 ．2弓

　　　　
’一 卜1 ヌ』 1　』き㍉’ン

，、馨4表市剛過騨獺緬儀ん49年度）

』』ζ』底』◎1、秀ブ）／権麟鞍睡戯

　　　　％
73，999～』ピ36．4

殉7轡2
4騨5ヌ 23・6

　じコレ
3，217

（注）農林 轡5年1、、ジ藤：、

区　分

外傭贈村道
改良率

舗 、除

　雪
率

改・ 舗‘5除
装・警下率　率1

1率

改染舗↓除
裟κ雪

丁率 率
1ヤ・一11

道

一r ニ㌔r
63、”ρ1
　競六渇

拶・』碧§
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3外漁74
7　 20　77
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　ワー　．

12（、2
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6

1．交通通信体系の整備　　

2．

3，生活環境施設等厚生施設及
　び医療の確保

．1511．集落O整備1ジ

6．その他　・・ 碧

一＝ いド冠一∫　し　「 吋

x■ ③．購胤讐櫛撃礁燃）ぶ
　　、．纂轟生蘭晶㌶膿1
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第9表学 槻麗（ 係』指標

区 分 へき地学校数比率 恥校章り学級数 1校当り児童・生
徒数

1学級当り児童・
生徒数

過疎地　域
全　　　　道

64，5％

51．0．

5．5級

7．9

M5人
248

26人
32

（注）道教育庁調による（餌5年）

②　別海町における母子保健行政

　 ☆過疎化の経過と実態

○灘過（実態）と対策
、

　職後、 国の施策による食糧増産対策として緊急入植が

なされ、人口約2餌000人と増加、その後寒地農業が酪農

靴転風雛では・恥次麟とレ鷲定・昭稿年
の国勢調査人口に比し、若羊減少しているが、これほ第

一次産業が主であるため、人口Φ吸取度洋低く若干都市

へ酬す為即がある・
世帯数は、4，’424世帯で、昭秘5年の由劣調査時より

も97世帯多く、1世帯当りの人口4，2人であろg

9、押●構想
　1）　農、漁家後継者の育成（酪農高校、1漁業青少年の

　　育成）

　2）　産業施設の整備

　3）青少午育球施設整備にまる都市流出の防止

　4）』 、乳牛多頭化飼育、酪農の近代化

』o 聞題卓。意見

4）酪麟校φ鍛
　　農業後継者で酪農高校に入章を希望する者を収容

　　でき葎い状洩にあお乙　（藺口幽、定員増が必要であ

　　る）’・』11 　∵
弓 』持

2）、嘩騨の設騨必寧顔・1 （短鰍学）・

3）総舳な研修施設の整徽撫（1レめ計ジ．ン

　施設も含む） 1 　　　　．、
．屯

タ）大早酪農嗜伴い、生乳隼産量り増加によって乳質

め鰭姻魏あ酪農三相化調季し鰍（・ご彦
　　クーラ）と大型タンクロrリ運行虻より、幹線、支

　・線の整備O　

　、☆　無医地区の現状と対策

　○　現状と対策

　1）面積1，333，9乎方キ・メ』トル、人口旭320人の

　　中で無医地区指定M地区

　2）　医療機関…町立病院を基幹として、町立診療所

別海町長上　杉 貞

　　1、町立歯科診療所1、個人開単歯科診療所1、助

　　産所1r
　3） 医師…内科医2名、外科医1弔、歯科医12名く計

　』5名」その他技術職

　4）r公衆衛生活動として

　　医師耳名、保健婦8名、眉蔑婦2名、助産婦3

　、名ミ栄養士1名、歯科衛生士1名、計16名のスタッ

フによ の鴨町民僻贈弊鏑解い
　 る。

　○　計画！梅想

　1ン』』医師め充足を図り、診療所の開設などによりぐ無

　　医地区ゆ解消を図り、町民ゆ鰹康管理の万全を期し

　　たい。

　2）　町民健康管理センターを設置、必要な技術者の確

　保を図り、公衆衛生活動を行な㌧㌧奉痢「腰予防刻

　　策蝉進する・

　Q　問題点・意見
　珍　町内岸ある道立診療所が医師不足によ りく休診中

　　である。へぎ地医療対策として、早急に診療が再開

　、 されることを要望する◎

一2）　広大な面積の中において、町民の健康保持増進の

　．ため、町単独で多くの人章と多額な賀罵をもって保

　健衛生行政を行なっているQ保健所制度の再検討を

　・望む。

　寮　母子保興活動の現状≧問題罫．

　a　妊　婦

　○　現状『
妊雛囎談海週嬬晦拠ジダ」（鵬！婦のみ）

妊婦検診＝ 毎月1回第3火曜日（医師く』助産婦、保健

　　　　婦、栄養士、歯科衛生士）

産婦健康相談；毎月1回第2月曜日

妊婦訪問＝母子健康セソター利用者以外は保健婦訪問

　　　　（妊娠前期、後期2回目標、46年度初回訪問
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　　　　率73．5％）

．○　問題点、意見
、

．1ン入院助産制度ぐ 母子栄養強化対策の対象のワ雀を

　拡げてほしい。　　　　　　　　一．1「

・2〉 町村にも単養士の設置を義務づけてほLい。で

3）　妊娠中磯症医療援助の所得制限をなぐしてほ1しい。

　b出産 』1㌔ lr

Q・1現…状1 1へ 試1 1・ c ・1・1・1・∫忠11iド　で：

　昭和41年施設分娩、1，521・9％ ；く年間出生S30｛）バ

　昭和46年施設分娩』97』P％．

　母子健康センター利用率　40ユ％ 』．Σ
1、 ：△

・Q 、問題点く．意見乏：1’、 ．藻

1）　母子健康セソターの建設に対する援助、だけでな

　く、 運営に対する援助を望む。’』 』』ブ♪嵐こ：の

2）施設分娩が増加しているにもかかわ．らず助産婦の

威餐成機関が少ないので、1養成機関の増設を望む。

　c　新生児

○　現状

ユ！簡麟篇叢灘灘惹雛藍
　とと雛訪牌も堺塵辮順逮 卜　1撫漬
2）産羅繍談筋r胡雌康麟』1≦冊セン㌘

　一で実施）

　d　乳児、幼児

Q　現状
　　　　　　　　　　！「　1’　』　　　　』一■　 　　　　 ～’》r二■『

．：昭秘6年魔よ、1りボ母子健康セ控噴烈零、』：1 母規学級の

開蹴鰍麺籾諒た灘騨おいて貯簸会な
どを対象に育児や、母性健康についての知識の普艮を行

准っiてヤさるら 1ト』．監る1 1二』 賦1．1、∴♂，　、しヒ♪、』 1、．、 〕（1！

　0　問題点“恵見』』llドト．美V其芦、r二r曳 レ［こ“（・
こ．．

、⇒ε母子推進員に？やて9研修費9値上げ・，、．e

　☆医療機関（現状と・対策） ｛rl翠、ゴ 1砺｝1二 ’甑，一

　蘇・ 1匿療施設数と病床定数ぱ医務課姻市璽村）k　に

ポ㌧▽曳1rl』』』憲呉』 1、こ、乞て酒（昭和46年末現在）

込鞭噸鯉尋・　　　δ　諏
2珠受診頻追欄（糊・6カ月・9凪

　12方月児）』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ゴ　　　
　3）乳幼児健康相談　9地区実施（うち毎月2地区、

　隔月7地区）、47年9月より医師もチームのr員に加

雛幾隷黙1響～エ2力嬰）
　Q　間題点、意見

　1）　股脱X　Pの無料化、乳児医療費の無料化につい

　て・野道の補助を望む・　2妓1
ド

’』・呂r．ゼ「∵；

2）歯科巡回診療車を配置してほしい。

3）歯科診療所の増誰、育成曄療適胆祉盈璽陣害児の

　巡回相談の回数を増す。・

』4） 2才児検診め輿施．（精神障害児の把握は」、3才児　

　検診ではおそすぎる。）

』喝） 検診メ：ソパーの拡充ご援助’〈精神科医ζ』整形弊科

∴ 1Fl医などの久タケブ）』、、∵か み 」：：ミ詰ノいい1、

　e　母親教育1』（母親め生活実態対策＞

丈○〆現．状ノ圧 ・』Y！1 ㌃∵じ ；ジ
．一

昌ド 乙ゴ

＼　

1施講数．見 r病選1数

一 艇

　　弁い診
♂助 　産’ 所

・、㌧『・㌧11季1

　　 4
　　、2

　　111

・い・
覧
・110錬

　　、く、　18

　』穐 ト

　　　．．6

　昭和47年9月町並病院全薗改築完成＝二lrL／1、惹｝1：・rlぐト！

　昭秘8年度尾岱沼診療所整鐵紹秘蜘4男よ ら診療

開始計画

．濃r蝉瞬艀 蕩』ド
　ゑ立病院の運営費に対して、道嚢よび国饗の増額負揖

談h戟基幹病院（医務課ギ市町村）

lゆ、1、，購鵬騨、｛醜麻樋鼠レ外
　　 ゲン室を備え、町内全域にわたゆ、医療活動を行な

　　っているo　lr・占　　1卜：　　　　　　箔
　　　　　　　　　　イ、講1、鯵鯉など附騨設の整備および医徽械の茜

　　足彰図う計画。、雛　　・τ　　　i1　鰹　　謡

　吾）灘戯γター綿嘩麟勤早悪に、

rc救急鞭病郷聯恥岡樽蔓版“寒，
　享）　指簿病院な！へ町立病院およグ診療所で救急的欺

　　措置を行なっている。i
　　　　　　　6，＿　　　　1　　　　㌃ ・l　　l 　　峯｝　、

　2）広大娩即中⑳救儲齢制の融姻る融

無地塘の騨鯉救急措嚇院卿㈱師
　　いて問題があるら

　d　血液センター（薬務課、市町村）

　』pぎ 郷誰なしデ約100キ貢メートル離れた釧路市の日

　　赤釧路センターより供給

　2）　全町民の血液型検査を無料で実施、町の惑業で

　　8，300名、日赤献血推進と併せて一応全町民の血液
　　型検査、登録滲完了ま》∫財『く鍔」芸（1り1〉混：しズ鯖　減

　 ・3）・｝相互救済め精神からも献血緯織ゐ育成図る。ll．三

ゲ4）奮近隣に血液セシタ÷り設置必要♂続撃』』な・

　・竜…母子健康セッ鋭ワ依保健亭防課ひ市町村）瓦俘

　1）　町立母子健康雪ソ客一1、 （恥産部門、揖導部門

1孤を設跣セシタワ畏町雌髄長兼謝鵬i臨11
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　名ζ助産婦：3名で助産部門を担当。保健婦《栄養士、

試歯科衛生士による指導。出産取扱年間約15σ名、出
11 め40％）1r

2）低所得者に対する入院助産制度の適用嚢よび町単

　独の低所得者に対する負担軽減措置を計画占

3）0才児の医療め無料化を実施中憩あるがぐ3才ま

　での医療の無料化を計画中。 汎

4）　人間形成の一番大切な時期に対して、3 才児まで

　め医療無料化は、国および道費負担で行なうべきで

　疹る。 母子健康センターの運営費に対して、国およ

　び道費め助成を望む。

・硬Ll医科系大学などの協力体飼（医整謙・布町村）

1）　へき地歯科無料巡回診療こ年ン1回i地区（道衛生

　都）町立別海病院に対して融札幌医木より1、医師派

遣協力を得ている。　　　1　　　
㌔

2）　医科系大学の設置を早急に希望する。

　 ☆』医療要貝Q確保についてくく下表参照） 、㌧，

　☆母子保健関係地区緯織

a　保健衛生組織（医務課、市町村）

1）二環擁衛生団体13団体で速合会を組織しζ衛生活動

　を行なっている。

2）　町民自ら保健衛生の向上を図るよう、思想の普及

　．および育成を図る計画’

b　母子保健推進員（保健予防課、市町村）㌧

1）　保健委員35名を配置、母子、成人病、そめ他保健

　衛生活動の推進を図っている己

2）　今後増員を図り、母子保健活動を強化する6＝

c　食生活改善推進員

1）　推進員の設置なし、栄養士3名を配置し寸指導を

　行なっているo　．　　・　1獄　　：　一 　1

2）35名の保健委員活動の中で推進を図る計画

○　聞題点

　国および道費による活動費の増額および助成制度の

改警

、騨騰鞭綿黙叢』 奨学金の還付方法 間題点、 意見

医． 師 4
海町奨学金資金支給．条例（401000臼　1人）1 卒業後5年以上本町の

機関に就職する譲務を
する

歯 科　医 師 2 10．9
、　　　一

保
健　h　　　　　』

婦 7 38．1
別海町奨学金資金支給．
粂例

9，000円　1人）

養成機関の増設、ノ婆員確保に対す

助、 ．産 婦 4 、21． 8
一

あ市町村負担の

減

餐 護 婦 4 21．81

一
准． 看、誰 婦 8 43．5．、

別海町奨学金資金支給
条例

7，000円　1人）

卒業後3年以上本町の
関に就職する義務を・
する

　　　ン

一③‘当別保健所管内の母子保健行政

当別保健所長佐　藤 章

☆無医地区の現状と対策（別衷参照）、二 ン：・・

1）　管内の無医地区は12ウ所。S43年ぱ29ヵ所もあっ

　た。その内ABGDランクで見る二と最 も条件の良い

　Dがほ とんど（D』21ヵ所、B－4ヵ所÷み一3カ

　所）1』・ ： ．」冒、⇒　r　i　　『』、’ζ　 』　　l

l2）　送毛と濃昼は無医地区であったが兎ヘンネルが完

　成したので、厚田村に車で10分位でいけるようにな

　った。　　　　　　　　』』 ・　 捜』r

3） 巡回診療嫁6ヵ所選び、、年3・4回行なって恥る

　が老人も乳児も一緒に検診 し ているdこの点につ

　き、町村で改善レていく．計画をたてている6、　・，

4）　厚田と浜益はとくに過疎化が激しくポ』若恥人か少

一140一



松島他＝沖縄県及び北海道準おける母子保健の調査薪究

，》’71・ぐ｝・、　こ二一昭46（〔

ンニく

♂■ 市町村め 状況メ、 無医地・区か痴涜属麟
〆い、『

／nI　　J　l　J　　　　　　　　　9’「 、r〆

1市町村名 他法律と

関係

　　　一1「 ；1“・部落

人　　口 産業形態

電話（含
線）普
率　　　％

自動車の，

　　　一一
及鞠ヒ1、

』劣

　、　　』 　‘　P

へぎ地医療
対策対象地
域の設皐方法』

“ 一　　一 ㎡　　、　k ・

｝■』 　　く　■ Y「』1 ・… ㌔ ＝　　　　虫

』

音別吃、　ハ』11始桑　　　・∬1
　“　　　　　　　　三一『番川　　1
　　　　　　　　　　　　　　　パヒ

1、、L、1漂壽職 浩
厚田村 』　　　、～肉塑ヘーr3 宥一二一瀬、

、、誕…、論i』鵬1誰利舞憾ll

　　　，襲嵯ぺ72倖ノ凶　L
醜勢

、解，
1，藻羅蜜▽参

』ili・人蔭、碑轡

　　　』1ノノ．O

餐1

過蔓7

1、畢｝　・漁

　311． 　〃
　、183　　　〃

　98　その他』

㍉li萱、お．》＾

1i鵠』濃

　　8
　 37 』1

　　96

遍 こ7、≒

鰐5辛ン

．1、＄o

　ミこ10

1こ15

　、ξ＝88

　 Q

　7・
　16

1こ

隔患

…、燕二“

一’ 患一
きをて患（ 警

　患1

』撤謡煙拠⊇黛蝋解獅死軽が鞭諌蓼
1衛集撫誰も郎脚）ウ預狂壁寧蘇1湊奪蓼跡拠悪

蚊靱馳姥鱒力章腿趣騨墓脳苛泣藷
☆母子保健活動の現状と間題点　 、こ．．♪．，鉢

a妊婦　　 ．1　荒ぎ統ヒ循 ，ンゴ：Y． π

・）嫌脚概、1．醐z2筋蝉2卿、毯期7卿
2）妊婦検診　当別璽12回斗看狂町3．輿些麗甲村撃回　

　浜益村⑫回　　 、L謡，注1：ll』い二』☆

　　委説、（9人） 344　卯♪㌧、乙
二1源、

1）届出が悪い。　1　　　　＝G』∵’』』r※ 、” 　で：

2）　受診率が悪い。健康診奄受診なξの別輿瑛題鞠

　→所得制限の徹廃 　　疑乙1ゑ鴛ll昭擁1』1訊　．

3）　母子健康手幌咬活用 が悪い。→内容の検討

　b　出　産ロ　　　ノ、、写　　　11歪貯と

1）出生場所　病院46．8％を 診療所19，5％

　　　　　、．助産加％％1∫・』・，その鰍蜘駕』

2）立合者　医頗66．3％1、助産婦33‘4％1、、∫そ④他

3）網者．医師o人保隅黙、・、讐蝉、魅1
○問題点

2）専門医療機関がない。

〔、』諺母子縷康望ぞタ辱¢〉増設 ＜厚田く1浜益丙村に1カ

4） 助産婦の老令化［ 　
→犀齢嘩婦の嘩二

し新生児・鴇，卜瓢二沿

　　　や
R i

、r、r くr＾　

1）訪問指導1、柑、1
し

．3

叫引　　　　延人員
　　　　「　■

戸』 　’（

「 秀 ；、

託． 　昇98「F ♂一r
228

　　　　　’　　　　叱　　｝

委』灘 、、

44．r』。
ド

5う1h

落藩騨艶稽謡1』△△
f）疎健婦画齪φ旋遜礁1腱吻鯉，

1轡た？1騨轡轡万響
§う囎医療齢勲輝医療機関嚇∴ヌ

実施回数ド 』延敦厭 1磁賭
当別町　　　1

1・宕狩町嵩

田村、

益村

　　24回［”囎シ12

　　24
　3

1，220人、

－　　響　　－　 　　　　r　、

164人r

　　2）股脱検診

　　O岡題廣二1・ 一

一14ズー
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1）P有所見者が多い。

2〉毎膜施鱒ない（漂鄭）、．

Φ、章診率些冊い黛

“1〉・ン・鍵燃診燃、，』び

帥生釧床1腱緻
当別町
石狩町

　人「118

76．

6
6

2
1

人

実雄回数　受診率　要指導者　要精検者

当別町

　回一4 　％92．9 　％9．3

　％
2．9

石狩町 2 93．3 8．お 3；6

厚田村
r二

10．0 　1覧1．7 216

浜益村
己　12

95．5
11』き 2』O

2）、7藻塗布当別町では僻から：2才児を対象に

　　　　　爽施 1）　　　い
0 1：

問題点∫［

1）ll；尊後揃導が充分でぎない。　 ド’く・∵一

2）取う歯の保有率が高しも→フッ素塗布（無料化）

3〉』1
元の蓬師、歯科廉師伶協力を得るヒとがセきな

い0

4）・才児か蹴学まの噴醸健鰭騨できない
　→各才検診の実施

f母親教室
1）婚前教室　r　　　　　〔実施回教）業

　　　　　石狩町　　 4回

　！頃ミ　　ト ∴ 浜益村　　　　 工回

沼ン妊婦蓼窯　　町村　 斉琴岬

Q∵間題点ン1．

P 都市の瀬出により勢拶蜘ヤ
貢　医療施殿数と病床痒数　　　　　・

活動状況

灘鵬麟・雑騨・訪瀦導浸欄節指導．
・）医萌がいな1煙曝としての嘱託岬ら馳なの

i2）　助庫婦の老令些、に俳う後継者φ耶置

．☆医療要員の確尿

鎌緻茄器義問題点
．医　節 17

47．6 不　足

歯科医節 ．5、 12．6 不　足

保健嬬 12
■　　　’　

不　足

r助産婦 　　． 5
不足

酒護妬 ．』 不　足
，准看護婦、 4 一不断足

町村畏』

｝の努力
により
充足可
黛

L攣⊥一床
一　般　病　院 1 30床

搬診、療所・レ ・B
18 74

単匝科・． 病 院ド』．，　　α ・［一k ・　1・

0．

歯科診　療所 5 0
助　㌔ド産　 所

、

・Q 　　　　　0冗　、

1）　石狩町において現在病院築中、同町のみさらに医

　療機関がふえる可能性あり

似騨網郷星、1
☆

一’

子健康センタニ

．、「
』、・、、一『：　：1④一・沸騨無医駆の現状と対策

　　　　　　　　　　　　　　　北海道衛生部医務課企画係畏　　楢　山　敏一士

1）　無医地遠数　！おケ地区 1　　　『ノ『 　　』　　　・ ・蘭係市町村数一119市町村（全道市町村の56％）

　地区人口　111，503人（全道人口の212％）　 1　　　2）　無歯科医地区数416地区

勤務開業医も地域に対する任務に十分、認識、協力し

ている。尊り様な町村どの開に有機的な関係を持続して

強あてい’く以外にはく札幌あるいほ近鄭冷の睦療機闘の

援助を得ることがよいと考えられる1がξ多少の問題が残

されている。　　　』　二　1へ㌧

☆保健衛生縄織
i） 健療姪人犬学修了者（当別町）』：、

2）』健康推逡地区（各町村ゴヵ所）

☆母子保健推進員

当別町20人く石狩町50人、厚田村13人、浜益村12人

1）　研修会の開催（年2向》を計画。

○問題点
1）人口割のため活動が制限される。

2）　委託料の値上げ

3）　交通費の支給 ・

☆食生活改善推進員

　　　　　　・〈1期生〉・（2期生）

　　　　当別町　　　22人　　　24人　

　　　　厚田村　　㌧ 22人

1）　未組織町村に対して養成を計画

2）・研修会の拡大を計画

3）所要経費については、国、1道が支弁する。

一142一



松島他；湘縄県及び北海道におげ溶母子保健の調査研究

㌔　　■　　　　　　　　　「

施　設　数 』病床　数．

～1 地区人』口富liS一工75・092人1（全道人ロの31．4％）　　　2）　とくに、医療供給機関の体系的な整備 を主軸とす

　　関係市町村数珍7市町村て全道市町村の60％）　　　　　る各窟施設の推進によ ！り地域医療体制の確立をぱか

　　　　　絶以上46｝L［30現在喚’
二』 三「 ∫』11、∵ト1　　　　る。　　　　　　　　　　　』4 イ＝』』、認熱111r、

βン』医療 1’

健対策 呉 』 浮∵づぐ♪弓
二？ 顎　奪　　　1溶）べ将来的には、池め地域医療体制に通信機構ぐ：情報

a　直接的対策　 ∴迄尽、、㌧＝ 蒲．服1［．い』ζ㌣　　　　　㌦管理機構を勃バ冠しい遠隔診断」健康管理な1どを行1

①．機動力の整備（尽ぎ地患者輸送車、』巡回診療車、　　　なう地域医療システムを確立するらζ・1・ll八し▽人』1．

　雪上車、ヘリコブター）　　　　　　　　、 、ト i　　　　O　間題点　　　　　　　　　　　　　　願』』！ll峡 ド

②村謙醗驚綿町響縛8璽町工）る肝師噸鱒轡響を晒必要がラ

』③歯科巡回課曝施』㍗・・㌔・混∵ 　2）髄嫡嘩醜ξ磯無勤痴を卵ぎ必要
④へき地医療地域連げい対策・ 冒畜調．1．』乳 』・ン ik 　がある。～嚇1嘗 rビ1マ 　 鍛 梅馨i
⑤闘保健所磯施プ ∴継 tlll☆樹∫∵ン・』　3）地域に浦る医療・保健機関碗けいを験∫ヒ鍋1

縢灘瓠△』』一・◇漁 4）鷲隷麟纏がある．

包①ls撚北騰療繍策連絡鰍館設け瓦璽脚鯉繍臨禦晦る聯墜
②る 欝灘麟欝1贈llじ、1ず撫締，磁げ輪繭す君財政藝助、

③医師確保対策（医学修学資金貸付ぜ医師対策協会　r＼φ強化lr）ン・1 1’・lirl｝＝ “・ン1 しレr』 1』1 i＼ll～1÷1㌧ζ1（1

の轍ど）”1一 篇③轡1獅輝噸運営に対す騨制堕
騨蹄茜騨設難一野1総④麺翻麗齢瞬騨鱗：

ll鷺轡欝鮪△1◇☆欝轡懇㌧屑
　　　　　　 一 　 　 　 ④一2　北海道め医療体制　　 　こ」㌧ 出　r 　 　　一 i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　j　　　　　ンー’　　「N
　　　　　　　ビ

．、．
、

、聯轡聯磁長㌧猶 、硬、善 『’

圷r

御畔年繊聯ll膨 ☆☆てll鷺雌医療体鞭騨塵策として燭轡護
枢職融購定数㌧塀」鼠＿、1 〕ζ）．卿鱒響 している 懲済2襯・」整榊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一『ワ 院）こ i

病　　ノ　院
診　　療 所
歯【・ 科二11病孔院

歯』科診選黙
助ハ弘産11二1べ所

藏18i

2，683二

　1
13232し

　101

r騨07叫
’171613一

　　4α1

．、

・．・

昏：、＝

　 563，

媛瀬麟あ鰍諦近飛化を促導画葡、
　画。

2）専門病院、基幹病院の整備をすすめ、地域医療の

∫．；r 体系化をはかる計画ゼ， 』 ゴ』．』 1ぐ涜、』∵ニドペ　奪　．

』f ） 園立病院を専門病院1と．、して整備する必要があゐ。

4）　公的医療機関の経営悪化に対応し、財政援助が必

　要である。　　　、．卜　 1＝、マ』二 fご ∵1’
1一

♪∵》（1・

5）　医療従華者の充足が必要であ蓄。一』・べ』　（1、

b　基幹病院

や肺嘩奥まで晦セ塗病騨整魑
ヤ，し る嫉麟そこ榊靴する繊医療体制曜立1

　　　1をはかる計』画。

物繊轡 r繊蝿勲騨嗣咽象に躰
舗 鰹鄭紘　1 一 、、

1
ゆ医療従賭の充足や饗で物　ぞ蝋i

、9♪c 騨簿麟　　、二『語紀
　　・救急医療セン「ター6病院、救急告示医療機関266 施設1

　　（病院駄診蜥hぎ叛齢爵醸縫お齢齢
　医療に対応する。 　　　　　　　匹1』層煽瀬慕　☆

　彊） だ激急告示医療機関の適正配置およ蹴こ照ぢ1ど㍊救

　　　急医療セン久剛（全体計画12病院〉 」どのネ 弘卜、玖蝋

　クを確立する訓’画61』一1．＼三ぎ註▽きiiた』藻弥α

勉ン 医療従癖老の充足が必要である計 1・播澱灘　（1｝、1

3）　救急告示医療機関のない地域の解消を嫉跳る泌要
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』がある51

4）　急病患者の措置体制を確立する必要がある。1

　d　母子健康セソター

、全道2ユ3市町村（33市154町36村）施設数56市町村56施

設（設置率26。3％）助産施設361床（1 3刑9床／施設）

Q入所実人員4，177人1 　 』　、ζ

○保健指導

個、別　準

集団延

25・692 　、｝9乳Pβ2

12，704　　　　　27，995

o職員

1専　任”
兼 任

施書医保助栄PIそ『
設．、 ：健 、産’養の計
数　記 師 婦 婦 士 他

3　5　－　744　1 42　102

5181瓦029756．18 50’ 55

1）　昭和50年度までに市町村において（　）内の通り計

　画されているが、逐次増設充実を図りたい。・ 1（48年

　度3町村」、49年度6町く50年度2町）

2）　施設、設備の大幅財政援助が必要

3）　運営費についての財政措置が必要（北海道市町村

　平均面積368．6km2、最大1，400、7kni2）　

4）　地域によ，り保健指導部門と助産部門の分離充実を

　図る。

5）専任職員が少ない5

　e　医科系大学などの協力体制、

Q　各種審議会などの委員として参加、行政推進に必

要な意見、助雷などを頂㌧．・ている己い　

O　行政上必要な研究委託をしているo

O　地域セγター病院への医師派遣を頂いているo・

1）　地域センター病院に、研修指導医の派遣を願い、
，三r 研修医が大学病院どのロrテrシ㌔ヨンを組め る体制

　を確立 したい。
、

2）　大学側の体制を整備する必要がある。・

☆医療要員の確尿（下表参照）

ーレ1』一

1藤率！獄撒数 道また葡町村の
就糊（副鞍ま入、覆灘給鐵 奨学金の還付方法　　問題点く意見

医　　　　　師
※　　5、275 ※　　100．3

歯科医師

2

（180人）

※　 ※　　　 1・

　1・545、 29・4
　　　　　（40人）

北海道医学修学資1
金貸付条例

（30，000円38人）

知蛮の振定す
る医療機関に
貸与年数勤務
の場合返還免
除

1，養成増をはかるf

　必要がある。
2．都市偏在を幾正

　する必要がある。

一　　同　上

保 　
健　　婦　　　　r　、

『

841
16．2

　　2　

（70人）

北海道看護職員養
成修学資金貸付条

　

道内医療機関 1，養成増をはかる
必要がある。』2．定蒲対策を強化

　する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　、3助 産1 r婦ノ LO75
2α7

6。入）、

r同　上

（5，000円24人）
同、上 同、1上

・』 ・∴護・・i』姪ン／・7p432 　　　33143，3

　（1，034人）

同　上

（5，GOO円602人）
同上，

准看護婦　8，222　158，5

54

（1，590人）　’

同　上

（2，500円295人）
同 上

f．養成増をはかる
必要がある。

2．ラ障就業者の就業

を促進する必要、
がある。

3．定着対策を強fヒ
』する必要があるる

〔、瞭速腿稔弊零あ味就i緒等を含む。

☆保健衛生組織

1・』各市町村毎挙衛生組織があり、 保健所単位に連合会を

形成、・さ らに道連合会に結集されている。

1）　連合組織を育成強化する計画。 ．・

2）単位団体の活動強化とぐ関連機関との述けいを強

　・1化する計画6』 ∴隆1．・

3）　組織活動の基本となる知識技術の指導（時に地域

1における問題把握と問題意識の高揚） が必要であ
る。、』’

4）　絶織財政強化が必要である。

5）　リーダーの確保と養成が必要である。，
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松島他；沖縄県及び北海道に参ける母子保塵の調査研究

　　　　　　致民⑤塵鱒け轡章啄袋、』…．』 1乏i

…’1
　　　　　、．、　　掌』』諒』パい状 プ』 』北海送衛生部薬務課壺産係長　穴 戸　 ’滋 1

♂二窺状△ご』∴』1㌧＝塁＝り沸四1極畑綾あ麟瀬あため諏成騨瀕
・）・15施設鯉、担川、命II路』醜．室蘭）｛・＝〆1 』期り製造郷の繍
2〉1，母伽採血数検醒論確・（庫）などぐi鋤　：5）蒲血後肝炎紐嫉輸発廻

　、・，採醜喰 血輝搬熟2・台・藤血者幽　○：』脚 1蝋　　車∋5合
、

…
…　　）近代的澱備秘要であり・多纏備資金腰

2灘麟灘牌・』1篠響響幣き禦成が望ま

鱗雛驚騨1よ轡織轡ヒ轡奪考轡
呂i』無麟・㌣纏誤諺麟 4） 騨響鞭嘩騨す轡、
購考麟鋤血纏議会の轍ゼφ痩ラ噸辮㊧轡1轡
3）継に対鋤鰍購血者麟原Q普、 騨騨讐轡1解．

　及啓糊1糊脚畢糖冨≦曙さ　 鋸ザ…r矯脚

　　　鶴 』1、で1⑥北継轡野糊状と刻算『レ轡塑1馨
、，lll自∵：北璽弊爾1鱒瀬i時舞1、

☆：、鱒 　 　‘
一∈

笏無、卿嘩瞬卿数嘩1騨≧多』1
　　第猿妊麟死溜灘郷出卸万勅 　 7 ．、L： 嘘』 ：は・隷煮ン～欄5．

年　　次
：1

♂ン1全＝，界【、、 1
．、 、

44

45

　 6．8

　5，’ε

。

512

（1，008）

北海道

〆

　4し8

　　4．7
曳一こ

43）

　ノ　ずと　　　　　　　　　　　セドゴドこ

（）内は実数

第3表　妊婦届1（出産数に対する届出数の割合％）

、　　　　一

　　，r　
1

1、　　「

全’㌧”魯 　　　　、／

1・，泣瞬中欝1⑱鐙（373シ

雄出・紀二惚 携，〕昏（初

β、填乎傳磐牽媛 1鍾 （75）

4．偉麿1・｝御＝・無‘

15位津寄産鋒死ウー　に真峰（額》
そ　1　 Φ　　　他　　　募ゆ（2鰺）

ユ＄ll7（19）

∫、§・§・（∫9）

9卜ρ⊆当2）、

凱0⊆1ρ）

1象・8q3）

年　　次 1全　国1北海道
r（）醜卑数 1屍』搾1ゴ㌧

・）妊産概亡畷畔燃倍・

昭　　45

n一し

一㌔ ㌧　　　　』’
こ『シ

、・ 1・ 3）晦娠届出が低い・艶ガ1∵警肥し． 灰・

　　　”4）”働月以後φ鐵麟9、9％疹一る。
’亡伝 　　〆表ゴ・L出産露1

二 ‘ド1　　　ど　1・　　　、 1

て二1　』 　1モ卯’ ，～ 　i

　　　　　¢
e
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第4衷　妊娠届（妊娠月数別届出数及び割合％）

妊娠届出数
妊　　　 娠 月 数

第3月以内 陣一第5月第6一第7月1 第8月以上1不 詳

全』 覧

国
1・997｝652

．、

　100．0

114・967、

　5．8

1，387，818

　69，5

370，327

18』5

114，199

　5．7

10，341

0・5

北 海 道
92，625

00．0

81728

9．4

54，144

58，5

19，900

21．5　

9，172

9．9　

676

0，7

第5表　出生数及び出生率　　（人口千対）　　　　第7表つづき

．年 諌1 全 国』

r纐道
昭　　45

1，932，847　、

・（18，7）
91，832
（17．7）

』第 6衷　出』生 率 くS45）

保　：牙構鱗畔鑛）

く∴ ド　　 　　市　 一“ ＼支　 庁

支庶市 別朧）》 （！鯉

歌志内市　10．S

三笠市　11．5
夕張市12，

3

赤平・前 13，4

美唄市　13．7
芦　別　市　13．9

西興部 村

大 滝村
東利 尻町
幌・加内．町

草極町
上砂 川町
浦、臼町
利尻 町

赤井！il町

留寿郡村

8．1

8．1

8．5

’9．3

9・9

10．0

10．1

10．3

10．6

10，7

　　　　14支庁（156町28村）
第7表　出生率（市町村）　　　 、昭45

第8衷　合計特殊出生率（粗霧生産率）

千聯市
恵一庭市
北 、見、市
擁・1ツlr 市

帯 広市
釧・r・路、市

札』幌市
1’室・蘭 甫マ

・苫小・牧市

』根1室市
旭　 川　　市

江別市
小樽市
函館 市

23・．孕

23．2

21．0
’2110・

20．5

20．3
20：1

1g『7

19』6

19．r6

19』2

19．2

15』5

16．5

中標津町1
知”丙一町
亀、 田町

上富良野町

阿寒町
福島町
椴江華 秒

江差 町
松 前㌧町』

白老町中札内1村』

22．6

22．0

21．9

F21．8

21．5

21，3

20，6

20．6

20．5

20， 5

20，4
20． 3

年　次 1・全　国1北海道

昭　　43

　　44

　　45

2．12

．07

1．9S

．92

．一 2

第9衷純再生産率

年　　　次 全　　　国 、北　海道

昭　43
　　 44

45

1．00

．97

　0，93

　 、0－90

0・90

北海道

総　数

91，867

100．0

～M才

　1
0．0

』』第瞳 晒纏棚出生数及ぴ齢％（入・千対昭45〉

1・5一・a／⑳泌 卜25－29［3・一34

　1，お9　28，591　43，667　14，592

　1・8　　3U　　47，5　　15，9

35～39 40～44 45～49 不　詳

2，888

3．1

388

．4

30

．0

21

．0
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松島他＝ 沖縄県及び北海道におけゐ無子保健の調査研究

全困 昭45

総
数1一・4才1・5一・9躯2・～24卜！25ん29i卜…3・照4 ＄多一3914・一44145ゲ4gl5・一 不 詳
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1．0
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．、第11表　出生順位別出隼蘇球び劃合％
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1、1
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　　888
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‘
1111Fl：’1
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年　　 次
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　昭 矩

睡

ノ．乳
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4，239

灘、

00．0．、

『r

1’斌

　　878，979
〔監・二i

．！卜」
　　45∫4　無浄ンr、

規 IF！㊦上，
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　　　　　イ

’＝りl 　シΣ rl倭ミ

　 245p824・
r＝騨…∫殉く1き識シ’

　　　12』7、
、”・’“ 、1－　

　・・40，207

　　　　2，1

15，395－

D．8

北海道

1／kiン鳳略1・’・ハ㌧’㌧1　 」、惣＝・

　　　　ノ、
・1第12表母の年令晦級別及び出生頭位別出生数

（出生i数）

母の年喬 総数
一’

4　　

第1児
　　　！2児 』廓児 瞬兎雛児1

総　数　　・ゴ、乙〆 』41，938 35，223 11，510 2，224 　888

γ14，
一・、F』きr’

∫：罫
Kン　良

15ん19 1，688 1，538，
．．

144 16

一 　一

20丸24 28，568 21．338 6．1434 719 識　70 £！　7

25～29　　　　嘆

0縮4

43鱒・斗4・581 15乍963

ゴ464
　一、　　　一』1

　6，475

・1昏・611…
『1

，296

惚i

，014

1遜41r－L・332

＄5酬39 2，輿勘 527 3．1908 799 ，1．ら353
300

・49憎45～49 ．絡τ　39 　　941＝し㌔1

　　7．

、　36、：レオE；，　　』9 69〆

7
、rlマo、働　　　3r 95

3
不、曳、詳

’

7 3 3
一 一

『雛児II織

　　　100，0‘

　　　　1，8
　　　　瓢．1

　　　　15．9

　　　　b．1

　（1二

第・鰐

’160．0

　3．7
　50．9

　5，
9

　 1．2

　b．2
　0，め

〔噛舟％チ　・』㍉

i舞…児機艦4畷聾
丁1’10α〇一400・0

　O・4 ρ・1・

　　　　6．2
　　　 48．8

・了・ 18・4 37・3
．～ガ2、6 6－19

‘｝。し論2 砿6

　’6』0　 0．1

10α0

r3．2

33．3

45．6
1519

1．9

0，1

』r

00』 0

　0．8

15・9

37．4
き！i33．8

10，7

　1．4

　　．… 〈　　轄1 ～”』11…　　‘！∴il夫灘　　こ～丈
．．l　I”、　　　　第13泰：施設の内外別出生の割合％）

r』ここ 設　ほ剛， 1施li　設　 外
、 ・届 　　数

総数、．癒、院に下1、撚刷騨所描遡ξで1胤睾 その旭

全

北 海

国

道’

100．0

100．0 （）49・9ンー1・1一；鹸q’β

｝！瓦0・6：昇3・9避

’…9P2 岱10・尋1 ！k8』9 1・2．
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　　日本総合愛育研究所紀要．∫㌧』’第9集1：

第14表　市・郡部別施設の内外別出生の割合％　　昭45

施　設 』 内 　［施　設 、．外≧

、全　国＝ オヒ海道 全興 ・4ヒ国道

市部・

郡　部

97ゴ61一』

1．2

93‘4 2．4

．8

6．6

7．4

第15裏’性励』出生時体重別出生数の蜘合％ 昭・45

総　　　　，く数 男 女・

平均体重

単位kg）

2500醐下の、串生

禽響
平均体重

単位騒9）

2500琴以下の出生　　　　一　…　　　　全出生数に実数、』対する割合　　　　　（％）

平均体重

単位kg）

2500g以下の出生　　　　　　一

　　　全出生数に
数対する害拾　　　　　（％）

全　国

海道

3．19

．21

115，626

5，20塩

6．0

．7

3．22

．25

54，970

7460

5．6

．2

3．14

．16

60，656

，744

　　6．6

　　㌧6．3

』く　1、　』

第珍衰　低体重児の届出数及び割合％ 昭45

総　　数r

　　　　．ト

院又は
療所 その他

本年初回訪醸　被訪問延人員　　　人員

閥易探有器

規貸出実数

全　　　　　国

㌻11』㌧海 ll道』

69，652
す0，2）

（61．7）1

』56，4171

、2，833

一ユ3，235

　379

＝69，219　　 ．96，653

，747　　　3，653

418

し　　 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　

難醐媚蹴｛甦動 　未熟児の訪問指導

・本年初回
初訪間実　　被訪問延

人員　　人員

F－』 　　　　　　　 　　　　　　　「　ノ

「第1ア表 死産率及び数

簡易保育器

新規貸出実数

　（）内％

（串産千対）

う甲e
、傘．F、 次 1 総： 数 自 然、 死』産r［　 1人・工』死　産”

し撃甲一 ．1、

■　　　　　　　　　　　1　　　　　P

全‘　国 北一海道 全
1一

北海道 全』』　国 r北　海　道

I　　　r　　　　　　1 I　　　　　　　　　　　I 1
； 晦1、殿451 　65．3”

（真35，・9511
rg7．4　　　　　　40．6

1（9，9・4）　（＄4，073）

43．1

ζ4，382） （51，022）

54し4

¢碑）

（）内笑数㌧

第18表同上、支庁・市及び保健所別

支浮蒲別
支　庁 総数　93，9

　　（65，1）1
自然　42．2
　　・ （33、2〉 人工　5L6

　　（26，9）

市 99．9
（65、2）

43，4
（4L3）

55．8
・く23・9）

保健所別

r総一数「名ガ鵬・鋤～江男岨’
HC卿

・∫1自然・1千歳順C面～当牙U 1宜C郷　　r｝』・

』～人　 工　　名寄　’R　C　　◎9，2～千歳 ！’臼C　20．0』！

（）内　全国市部。郡部

一148一



＼一1鞄1 『！ボ、

（　 L

』ヒ

き』

松島他：沖縄県及び北海道にお嫉肇母子保鰹の調査研究

』、で 搾第：臓表》大工妊娠中絶寧及び数 く女子千人対）♪、ll耀 渉～デ》ll∫』∫∵ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1∵1＝年　　次 全　　　国． 北．海 ：導5

昭　．

　　 （貌rl怖

　　　！1』1』5 』 ・▽1

45∫ ヒム》’・13．9

　　ぷ⑩・331

　一　・　‘、、 　ド　／　ノ　』

　． 』20・9

瞬冥瓢6）・’

　　　　
　署．』二iい 小・61　，　 　　　　　　　．1
．二第零表

∫婬娠舟数別人手妊振中紹め割合％ （昏

』r、』

㌔”ヒ＝り』㎏

、

　年
’

昭鵯

　　　　　　　　　　■　　　　　

■　 　　　　　r　　　　　　

　じ
r

　　　　「　■　　「　

　　ド
　 　　　　　』　』　　　　

辱　次
1．i

　　　　　　　ゴ
！一．

娠第3ヵ月以申，、一， 鞠、…璽阜　i　第6ヵ月購

145　一全　　国Y

95．4

．宇亀酵1劉灘』多築 鵠化 海雛道

第21表』周産期死亡率友び数（出生千対）r

年 次．．

全 “ハ
☆一 11ヤ

隅　　　 甥 構州　】旭・1死亡 一P・ ’　2　　　L　 ・匹　　　い ノレ

昭　　　45－

　　“　ゴ　 　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　F　■

　　 21』7
私（41，」17〉

　　　15．ゆ　　　　6・多ぐ■　戸　■．（29，107）　（12・3ゆ
♂・

20＝41黛

；（1・㈲

感駄、1、、．1｝（1・㈹

　　『　　　　r

，βr二β

、、三（5登9）

・づ 薯新鱒

　　　　　ウ道謡豪　

’∈榊 死劇纏痩

』！

一　　　　　　　㍉ζ 　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 』　　　　　㌧　　　　　　　　　　」

藻健所別
総 　　胴‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　r
田 HC舩・～砂川課曾［』

811』、rl』

内　HC　18，4～本嬰証・、耳9、ヅ；乳7（ρ　r　　　　　　『‘了

㌧
．∴ 」　　　 、L・

庁・市別
麦庁て1妓庁）L －繊 、勃

』後期腱：）・無欄雛児疑皆噸矯　総数』19．5r　後期殆庫、厩色「

i，呈期新隼児死ウ～、危0。．

ぴ卿表証源鰹所曝騨序…二・鯉、熱狽・一ン、1、

ミ　　｝、羅氏

　　　　　　　　』3　　　’1’1』レ．；1・冗　
ゴ）　出生率低い。

2ン出生率地域格差あり。 炭鉱閉肉地区翠産業4〉ない

、．

聯勲過卿区・鵬などが低い色r姦離詮・

・，2騨卿蜂（興醗≧謬翻1縛騨
　2．13を割φている。
1』ぎ）　純再生産率　昭和35年を1，00割ち七いFる。

ll！5）若年出産多い。若年多出産もみられ る5ド　『・．

Φ欝初産が73郷ら滴・購多産》られ
』るr．』F．乞1』聡聡鵜1 、窄

l」8麟鱒届出が甑　燃1ひ
、車、轟轡干轡噸1轡卑、

1即全醐逆に人嘩が自然死産杜回？響、

1防る亀、一；稲　　　　齢r・騎
　1i）死産率 地域格差があり、 市部が郡部よウ高曳・。、・

　珍）』人茸妊娠中絶率　岡山、京都についで全国第3位

　の高率。　一　　　　・

気⑳離競蝿㊧ち翻死産齢ζ欧米勲解・

1糖ll鞭轡
Ll騨先児り』∫一　 劃目・
、、，，

、、鞭1，辮児茗亡墾嘆≦購瑚 射

　年
　■　

　』　一
』

ヂ　ら　　ド　ヤヒ

　昭
　

　』　　　　　「　「　　　　

　
「　　　1　　■

　　
　　　　　　

　■
　■　　』　　』■　　1

　一
　

　　　　　　　　　　　　■　■

年 ∵ 珠』 ・』全P－1・国 北・海こ道

．、45．

イ

謹2〔豊

ll・、第24表1、二保健所別、、支庁畏市瑚新生堤殉＃率洪昭西

r傑徳所班囲丙磯鱒講辮磯1≠謄
　　　　　　　　・φ…・いし監・し』二』■｝ 』”㌔1 “、1“ド・λ’許

ll

一ユ49｝



　　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

新生児死亡率地域格差あり。郡部が市部より高率5・、．

☆乳児
　第25表　乳児死亡率及び数（出生千対）

』第9集1

年　　　次 　　全　　国 北　海　道

昭　　　45
　13，1

（25，412）

　13，1
（1，201）

　　　　　　　　　　　　（』）内 実数11

第26表．乳児死亡率（保健所別、 本庁 ・市別）昭45

保嚇別『潮HC27，7一小離C絃・

支庁・市別『支騰5 徹1，9

第29表　不慮の礁故の内訳（％）一乳児一

自動車班故・7

その他不慮の事故

a自動車以外の交通癖故

b不慮の墜落

c火災及び火焔による不慮の事故

d天災
e不慮の溺死

f工準性の不慮の串故

9窒息
h中毒その他

　　ラ全即ヒ海道（76）

5，5

0．4

4，0

5．2

5，3

3．4

71．0

2，1

6，6（5）

　0（0）

7，9（6）

5、3（4）

　0（0）

　0（0）

2．6（2）

73．7（56）

3．9（3）

第27表　生存期間別乳児死亡の割合％

瀞新生児死 講騰撫認以上

全国北海道全国北海道全国北海道

50・448・365，962，434，137．6

☆幼児

（）内実数

第臓死因胆児死亡＋傑（出生・・磯1泌

順位 死　　　　　囚 全自／軸道．

第1位先天異常 202ド422詔（207）

2 出生時の損傷・難産及びその他の無酸素症

・1194，2228，6（210）

3 肺炎及び気管支炎 170，4176．3（162）

4 詳綱不開の未熟児． 耳3勾7 8L6（75）
5 その他の新生児の異常 109・ρ．・86・0 （79）

6r
不慮の菰故 与9・：0” 82，7（76）

7 母体の妊娠時の症感による新生児の障害

5ag38，1（35）
8 新生児の出血性疾患 50・3 43，5（40）

9 胃腸炎 47．6F 55，5（51）

10
1腸閉塞及ぴヘル』ア 21．9 23．9（22）

第30表　幼児死亡率及び数

　　　　全
年次

国 北　海　道

〒「 1～4才 5～9才 1～4才　5～9才1
l　　　　　　I 『

　　　　108．5　　　 47。1
昭45
　　　（7ジ467）　（3，809）

133二4　　　　　47．7

（465）　（209）

（）内実数

　　　　　　　　　　　　（）内実数
・）魏死亡率繊雌励．郡部が榔よ殖率．
2）廓児死亡率姓棚間別にみると、就先進国．く

　ターンに達していない0

3〉漉因脇航亡洗天異常、、出生時の鵬灘産

及びぐの他璽無醗素無肺葦・・気管支拳、．不螺の離

故、胃勝炎》 腸閉塞及びヘル昌ヤなどが高率。不慮

の那故死のうち窒息、墜落」自動車亦故等示多L・。

第31車　死因別幼児死亡十傑（各才別人口十万対）

〔1響才〕　　　　　－脇
順位

1

2
r3

4

5

6

7

ξ
1・｛

死　　　　　因 全　　国
工08δ

北海道13亀4（4す5）

不慮の瑛故、 45．7 60．8（226）

先天異常 11．5 164　（60）

肺炎及び気管支炎 1175 10．2（38）

悪性新生物 7・8、 8、3（31）

胃腸炎r 3．9 3』0（11）

麻疹 3』5 3，0（11）
中枢神経系の非炎症性疾患

3．1 L7（，6）

催殺 2．3 3・q（U）
良性及び性質不詳め新生物

天・ 4 （3・0・』（11）

喘息 1．2 ・loぷ6く12）・

心疾患 1．2 0，6 〈2）

：（ ）内』 実数
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松島他；沖縄県及び北海道確鞍欧る母子保建の調査研究

第32表　死因別幼児死亡十傑（各才別人口赤万対）

〔5緯9才〕1’ニド1・ン’ ゼ： ジ恥’11』㍗r昭45

順　位　　死 因

1

2

4

5

＝6

7」

8

r　g『り1

10

，不慮璽礁革1』

悪性新生物、く．、、、．．、

1肺炎及び気管支炎1 一

嶽巽断「△、、
・中枢神経系め非炎症性r

疾患 1

星寧嘩軍礁殖－

．他殺、1ト
乙 丁し』 『さ

腎炎及ぴネフ・ロ■ゼ・

牌』
一r

〆～♪

心疾患

全　国「

47．1

㌧北 海 『道

　47［，7覧㌧

・2・・5i．塑93）’

、4．9、・1・431 」（19）

13乙0　3，0（13）

2∫8ギ2．5・て11）

、2．1 1二6（7）
　　　　ヒ　

　が　　じ　

真乙 3
．．

ρrr9く14）

11，21
1i

1．、8
～
（8）

’111
6，51・＾（2）

1∫oで1棄・σ ll4）

　0．7　0．1（0）

　　　　　　　　　　　　（）内英数

第賑、不慮の騨の騨卿史郷灘，い
，

　〔1酎4才〕　〔5～9才〕
全国．糖道く32β）北海道（1真3）

自動車癖故

その他の不慮の事故

a自動車以外の交通
　瑛故
．わ不慮の墜落

c火災及び火焔によ
　る不慮の蛮故

d天災
e不慮の溺死

f工業性の不慮の駆
　故
gその他

3工 10〆29’6（67）11＝1門5212（59）

員

　　1一之版・ 　　　　　　　i

4・6 2・2（1・与），』・ 臥3（の

∫4．Qr二緬（『8）1・ゾ．2ヨ7（ 3）

3．1、
’allσ（i1）へ〆亨 414（ 5）

0・・ 0（0）：で読噌）

41．4　　　　、．宏．8（28）

7・9 ．1埴㈱ゴll・マ動1（・マ）

　　　　　　　・サ 邊14（ ・5）

・」（・し）内 ド実難

1）　1～4才の幼児死亡率が非常に高い6艦へ

。2）1 死因別幼児死亡1∫～4才』3不慮ゆ礁故v 先天異

2）輔職1騰病院）囁の立場からr母磯の現状と意見」

　、　

．・㌧■

☆現状　　　　　
＝ミ∫唱 い

1〉　市立札幌病院に、送院され距市外地出生の新生児

　は、全新生児疾患児薫成熟児〉．♪の10％ぐ’低出生体霊

　’㍑常尋 丁悪性新生物寸 二他殺、．1良性およ・び性質不詳の新生

　　物などが高率♂不懸の瑛故のう・ち火災滅よび火焔に

　　よるもの、工業性のものが高率ふ5’座9家1不慮の

　　礁故、他殺などが高率。　　r i ぐr＼＝噌 シ七 、・・

　☆母親教育　 ，い・ゼ 1・r 煩』i 嶽｛史

　各種母性保健教室（婚前学級ぐ 新婚学級、 ！母親学級）

の開催（昭和46年度、565回12－1734人」11通単独事業“今年

度653回延べ18，400人を予定）　　 ’　　　　　（ 』；、r

　1）対象が保健所の所在およびその近郊の人々 に限ら

　　れる問題がある。　　　　　 ．』、1震か弧 ゴ．」i：飯r。、ら、

　1112）』母子健康セ；〃タ，→ば全道 213市町村の内56市町村

　　で実施してめる がく1簿任職員が非常に少ない融（充

　 ｝； 足率26．．3％）鍵泣1・＝～髪1ニン』 』・』 甑Pl 』一〆”

　3）去年の間題としてセソタrの財政援助額力繊ない

　　 どV義う．間題があるO 1二・．k’1己啄　 』：二・、i パll ；パlrl・1W　寺二

　き4）1都市に隣接した地域のセγタ戸では助産施設は不

　　要で、むしろ保健指遮の充案を望む要求がある。

　丸喪）母手保鰹推進頁r『』＝・ 』一♪ 二
・r

く1『r』“ 』（1二

、、．

頗与摩殖91市町村（42。7％）に設置し、1，622人の推

進員により延51，448件の指導を実施した。

　1）47年疫は130市町村（61．0％）に設置し、1，677人

　　の推進即よ勧，q5嗜の鱒鱒定磯将来㌣燈

　　市町村に設置する予定。国では49年度 109賂設置を

　　考えているが、完全実施は困鱗な現状礁二1一冒め

12）循嫉単価の増騨源6樽、、Di〆、、酬』 ．冗』≧

　 「3）．、市町村人口に漂る推進活動件数制限の微底る
ン∫

　☆食生活改善推進員一 ll認、 、ン㌧．二 客呪・r

　，全道52HC と江支所計53単位地方協議会がある謎食生

　活改善推進員は約700名｛ぞ⑳他 の会員900名謙工 1∂Dα各

　が活動している5　　嵩、liξ 〆梅：； 期’111 1嫁 苧魯　窪

　　1）　町内、都落単位にご名必要懸あるざ1 そ：流匿そづて

　　の増員と研修が必要寿あぢよ∫・蕊1皆ロr『、’』乙窯1

　2）　現在ボランティア的活動であるが市町村磁業どし

　　てのテコ入れが必要である。　』1・ズフノ「1 1ぎ llヒ　∬

　　○　推進員の身分の確立　　 　郵詠膿‘ぞ幹室：

　　○　市町村に栄養士め充足どぞのリ』尊ダrシジブの確

　　立・　ナ蕉呉・！叉憎き

　　　　一i・、 　 　 　　　 ．’； 惇『二ひ特烏　　 『凱

布立札備院小児科韻詠舩！lll＝甥週
　　　　　　　　　　　　　　　　　1寧　シ．し　（亙）

　　　児のうち1～4 ％、を占めて いるφト1』 がこ罫ピ1 li・㌣

　　2）　昭和44～47年　　　』1 ▽ 「暴』1磁1煉・昏ζ黒忘、

　　a　新生児38例中　　　　　　　　　λII、蝶澱　⑧
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　　O』外科手術を必要と．して送られた先天異常6例

　　○勉 交換輸血を必要 として送られたもの11例　

　　0 入院後死亡4例 1』

　b低体重児26例中
　　○　外科手術を要するもの6例

　　O　何かの疾患を有するものが多い

送院元は、個人産科診療所、地方病院」母子セソター

である。

☆間題点 、、

　送院された新生児は、

　1）∴外科手術を要する先天異常、および交換輸血を必

　　要とする。高ビリルビソ血症が多い。

　2）　地方病院ではこれらの処置を常時、受け入れる体

　』制がないじ　

　3）　基幹病院は常時これらの患者を収容し、＝治療でき

　　る状態になくてはならない。 また、」小児科く外科の

　 連携が必要である5
1”

　これらの患者の送院されてくるのは、夕刻より夜問に

なる こiとが多い9

☆ 意　見

1）無聯の多くは予防する方策棚ら煙ないの
　で、外科的治療可能な疾患を早く発見でぎるよう医

　師《助産婦への指導が必要であお。・

2）　商ビリルビン血症ではすで挙ビrクを過ぎている

　 ものが多いりで核黄疸の予防は難レい。 少数ではあ

　るが・ 溶血断は鰍勧が間1姶っていなし・もの

　があるたあ、黄疽に苅する適切な指導が必要。

3〉　午後に発見され、その後邑送院されるため、基幹

　病院の医師、酒護婦の負担が大であるので、早く発

　見するよ甥めるべきである・、

，、4）少さい未熟児の送院が少ないことは、輪送に間題

　があるので、これを解決する必要があ軌

3）　現地指導者の立場から現状誰明≧意見（1）

i①1市町村母子保健行政亦務担当者

　　　　　　　　長万部町役場保健衛生課長　　河　野

　1）［1現地指潮者の立場からみた現状と意見

　α｝∬過疎の実態

　①現状
　長万部町の人口は昭和40年頃をピーグk年々減少して

いる。昭和45年ほ15，349人で、昭和47年ほ13，284人とな

り、2，065人の減少で、13．5％の率』1、

　一方べ世帯数についてば核家族の影響によbて人口の

減少に比例せずく横ばいを示している5

　a　若年労働力の都市への流出

　・b ”離農に伴う農家人印の減少・rγ
．、、、

　c　国鉄合理化による他地域うの転勤　・

　② 、問題点・・1…i対策としては・

　a　地場産業の振興

　b　安全企業の誘致

～C一．ヒジャ門施設の振興、拡充

　d　住宅の確保

　③意見
過疎地域対策緊急措置法による過疎地域振興計画に対

する積極的なぎ旨導と援助

②母テ保健縣地匿組織．

　①現状
　母子保健法による母子保健推進員25名

　社会福祉協議会保健部11名

②問題点

勲

a　協議会の運営につ這ての指導体制

、b　 活動費の部酬畔ついて

③意見
　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ』、＝ ・

a　資狢と業務内容の明確化
b　研修会の開催’㌧

C 道饗補助の1・件当りの算出についで間題がある0

2）冊の現状と蘭点 ：2亡』ろ』

② 妊婦
①現状
a 母子手帳め交付

b　母子栄養強化蚕業　　 　 、’ ！1

・c　妊婦一般健康診査、．

d　妊婦の健康相談（毎月1回）　町

②・』間題点と意見

a　届出時期の問題

b　国、道の基準で実施しているが範囲の拡大につい

　て検討

c妊婦の健康相談につい七 礪助の制度化の爽現

②　出　産

①現状
a母子栄養強化礁業
〔31新生児

①現状
a　乳幼児の医療費の無料化 町

一152一



松鳥他＝沖縄県及が北海道に齢け1る母モ俸健の調査研究

1事1、浮し幼児の健康相談臣毎月 1画・ずン町∴・《 』ll1ぐ
≧

～1　　　ミl／Q 与医：12臨　，ir10名1民α濫看護婦41ゴ蕪3名ン』乙一添1∫茎譜

C　股関節脱臼検診，y年6 風』・、
1町，三、k‘

なぎ紀 』1』 　　Q　開業助産婦』～r‘｝3 名』 ll陰：“：弦「1濠
〆

71、ir ゴll．し唾

以上a、b眼榔町揃でし呑るび 、ヤ』恥…11、　・鰹婦』3名（勢ち1盤蘇健熾｝illl・禽

②問題点臆見　　　　Ll冒1卜、漏：、倣医麟関鍛備と配臨 鴛淳調桑き漁き

、即、 年間10名前後の低体重児があ1り気養育医擦指矩機　、←① ∵現し状…1㌔ン！畠　♂四」・ドン』 ヲ1ぎ競ぎ昔きヤ警・涙

　関がない。　　　　　　　　　　　　ひ’！i』11．ヤ鎖・ 　　○・病　院　　2（内科、外科）　 ・　＝身二．づンー1ニギ1・

織、携、暴．，寸婚ひで』．、5諌， 、濠，謎r曝養影織1 小児 鰍轡ll

講墓響1、※☆1騨 躍喫◇二ζr』』』・

1雛諜誉、∵1』1続誹欝☆脳簡 』1雛難難駄r凝1滋☆・
　塗ビ・ス塔匿塗布、ジ町“ 半須畷勘成ン∴撃柴婦〆．∫二“潜 c1 門9外科医炉し｝塗蛇嵐　　　 　月・一一一

　b・3才児健康診査　　 ム
1・ ㌦』ゴ、；1、・1罷ジシ：1

．こ、　　 ③章見と璽望3熱勲（孔二1高こ1＝1ムヤ磯ヂ評∫瓦ウ：翼1獣

〔6）母徽育 　　民、k営1 、』」諒㌦、牌　　a医療機関雌嘩正題望したい賊1監蝿誰；

①現状　　 、・ づ1㌧
漸難嚇晦の樺覇“鰍騰『：輝（IG！

b購糞1窩3野 げ∵ 11β，評 鷺轟撫1野試1鷺慧幾、飛

⑳医療麟麻麟制二即c，』・
シ、・r ☆糾』二』 c献蟻趨灘2騨∫認霊灘嚇漁識

　　　　　　　　　』…、讃鯨鱒ヂ轡　管理腿　憾駅縞濃
　　　　　　　　　』』r喪騨麟轡畏．鱒騨卑癒∫瀬．湖．離繁』 コr

鵬欝難6立場鰯芹躯畔lll☆ 謬灘躍韻灘護驚睾濾識壽譲

①現状 露｝ 窺・罵：慌一鋤得輪‘1搾拶警慨r墨：凝1発
本町は農業を基幹産巣としており 尋近年農山漁村がち　　、　②　問題点　　，　 1　　　　 　　。弓㌣｝1』野

鯉簾灘聾李騨モ騨誘難慧灘轡う’ 轡ヤ鰹1
、＜人口＞　　．　　ぐ㌧㌧q∵』耐ソ：ご』ご＞：1』貯二：そ　　　③　意 見』』』　　 弘 1・　　　 富丼“轟』

　昭和35年・8，765人　　∴11111巨　 鱒衛蝉準匙？』囎冊鷺な騨し鱗藝
、．．・

，昭脚亀．弱，蜘二 ＝ ll、 ．，、・ 瞭ど1奨．1∫1、 蜘艇技徹触砲膨鯵禦閉匙醸硬し
購窪11鰍・．．』！』』1認㌘、騒織無鷺讐嘆哩欝1瓢

ll響年4響響野ll磁
麟地帯の過疎化の麟とレて若年労働力の流出醗・冊子健康法・琳驚、，寿戦磐鱒襲鉾一

い㌔、老人と子供峨っている． 　．』 …．L 　r・人輌砲で・こ猟廻セ零舗海蝋廼騨除』

12）冊保幽馳区緻、9． 、』 ♂v、ご：1 1　？殴御、残り颯は、緬が鱗燦磯餐荘9・

　①現状　 　 　　呂、1、』．㍑，　た裕ゆ町による負担は130万円であった。 授琴尻弩禦際ll
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は撤廃すべきである。母親学級は年4回、また妊婦訪聞

も実施され、46年度の妊婦死亡は0であった。

　②問題点
　妊婦保健指漸が徹底していないため、農村における妊

婦の労働軽減がなされていない。また栄養面での認識も

不足している。

　12）出　産・

　①現　状

　　　昭和46年分娩数　　　225人．

うち病院での分娩数　　　、，照5人

母子センターでの分娩数　　3q人

自宅での分娩数　　　　　　　0入，

　分娩費用は7割が町費によって助成きれていお。

　②問題点
　100％施設内分娩燈あり、異状の早期発見』早期治療

ば結びついているが、新生児教育までおよんでいな“。

　助産婦の平均年令が62才と老令化しており、若い助産

婦が求められる。　　・　　　　　　一△二

　救急病院の指定がなく、早期太制度化ざれだ恥。

　③　新生児甲㌧

　①現状
　昭和46年出生数225人のうち

先天性奇形児　　　1人

出生時低体璽児　　7人

新隼児死重、　　 2人　凌て

新生児訪問は100％実施された。

②、、 間題点』 1．

　新生児訪問で母乳の重要性を説いたが圧倒的に人工栄

養児が多い。

．、〔4》』乳．、児・：

①現状
乳児死亡　　　　4人

』．先天性股関節脱臼 2人

・股睨検診φ受診率は100％そあづた己

　②i蘭題点 ∵ r1．疋』蹄1 ・』1

　農村地域では、祖母、祖父による保育が多い6 乳児に

対する栄養面での関心が低い。『： し

　⑤幼児
　①現状

き抑瞬解纏』伽％
うち精検者　　　　25人

②．間題点 』、

　　3才児検診においてミ と・く忙精神面で農業世帯と非農

業世帯の3才児に差が生じている。で

　⑧母親教育

　①現状
　母親学級が実施されているが、とくに策1児妊婦の受

講率が高いo

　②問題点
　24才未満の母親39％と、母となる年令が低いためが、

育児に積極的でない。指導の徹底が望まれるず

　※その他の問題点、意見

　整備法3条（公共建物の防音障害措置費用70～100％

補助）の規定に母子セソターは含まれず、その増、改築

を控え、補助を受けられるよう改正される事を求める。

　（鋤　医療機関と医療体制

　11）医療要員の充足状況

　①現状　　　　　　1
1

・．

　医師の欠員1名、看護婦、勘産婦については、1公、私

立病院共欠員を生じている。

　②問題点
　精神科医師（鑑定医）の充足に苦慮している。看護

婦、助産婦共に医療法に定める定員を確保できず苦慮 し

ている。

　③意見腰望
　蒲護婦、 助産婦の養成機関が不足しており国、道比お

、．

・て増誰を橡討されたい。

　 12，．医療機関の誰備と配置
『’一 ド現 』状』

　公・私立病院共、 産婦人科設備あり。

　② 問題点

　総合病院の設置が必要である。

　③ 救急医療時の対策

　．．① 現状
　患者、血液の輸送は、薬贔業者に依頼し、他は町立長

沼病院患者描送車を利用している。

　②問題点
　指定救急病院がない。市町村にく最低1カ所は指定救

急病院が必要である。

　14）　母子健康セソター　　　』1 　　　　』 　

　①現1状
　所　　畏一町立長沼病院長兼務

　管理部長一産婦人科医長兼務

　助・産婦一4名専任（老令化）

　②問題点
　若年助産婦の充足に苦慮している。

　③意見、要望
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・9現・状．、f 』∴…汽、ジ ・ドーく’1’

凌燃繊離ゆ紹趨騨参照特色と楼
駕曝産業め曝黙り1誰腿準町の一部賭
職転踊多鶴∴宵＼1マ∫…1 1＼述
あ乞地方貞治体とじ嘩轡馨轡離

　②　間題点　　　　　　　じ’1 一ノ

　生活圏領域の機能として一番重要とされている教育、

交通：な濠の集中化鴫柔り、転業、転出の困難な住民は、

・ξ1りのζさ1れ豆隼縁～疾病など◎保健上危険な状態の叢

ま放置されている。また、冬期積雪時の災害緊急対策が

望まれるo　　　　　　　　　　　∫き二臆浪ぞ楓 い

　〔21母子保健闘係地区組織惹ll都 ㌔ 、駕ル擬縮1　．r　l

　①現状
　a　岩見沢市　主婦の会

　健康相談、母親教室、合同研修会など、ほとんど無料

で、熱心に、かつ活発にやっている。

　b　他の5市町村では、総合的な保健推進委員会下部

繍としての鮒部会翻として設黙導y冷、…
、八

　②間題点
今．． 苑騨の活騨働である・ 」　八
ゼ曲塊鞭嘩騨耐る腱曽・け灘ゆら1

しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
、『’．に’

　を・i 老年または特殊な環擁の者以タトセまミ1ほとん～準が就菱

労しているため適任者の選定が難しい。

　〔参考：普内概況図ゴ・c　　　　討・翫　　　 ∵蒼．トr酵

零！l．．母子の現状荏脚1慮　．『、、，，：：1』ご唯；

　ω’1妊婦　　　　　　　・　　　　　　iいこ・τ』1i・

　①現状：　　　・　　 ヌ猶唱
鹸脇届昧爲酷　 酒と3 τむi引

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へr、「・’■

母子健康センター専任の医晦配置が望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　ズペ3）　現地指導者の立場から現状説明と・意見（3）

　　　　〆、　　　　　　　’ノ押＼
　　　　硫　　　．、区 1⑬㌧雑蘇闘
　　、』

ト、、、☆『驚．，、郷騨鰍・
、

・）灘鱗ρ蝉、轡嬰碑て1▽1（蹴産 二』 黒二・1…

〔・確麹の実態2＼ρ矯、宇訟』，i』》 へけ①現状
践施設別分娩状況・トけ

　　　　一～．，t奪　r－f

　　　　　　　
「

　　　究r・rノ、 　

今　　うあ予
　　　　’』 鮎 ン

、ゴ’

fト1

繊診璽
蜷ピ輿㊥』資、避，1㌧㌧

　87・6％　4・筋　7・5％．［し＝喚勉門

鵠爆鼎ンゴ曇llli…，∵、驚繋1

　歌　情報収集は委託訪問活動にようて雌る」』い　毒、

　b　母子推進員のバトロール訪問実施。詐　33 （1》

14｝

　①現状　　 　1’馴野舗

管肺騨畿醜、繍壌騨談勲勲脇鰍
である。

謙蘭嚇噸燃村轡
〔参考：擁人噸計〕

き、環齢
　伺幼，場ご　▽　　もこし磐むS．　　1

　①現状
　a　3才児検診は保健所癖業としているが、本年度は

．1
、些鰭警鰍酵立て・未受診者に 対し・調渤を行

　識＼状況把握を完了する。　　　　1寅懇　　・　　㌘

瞬灘響轡幣勿轡辮
嫉購饗員働隊嬰精嘩鰹
碧騨じている・．．』謄

、、．、

1瑠講育謡袴 臓』緒，
・；デ，無難放任噸1，襲態度と紳勲特輿亜

　いo
　・1｝夢　郡部にお“七セま・r生産労務に追われ・車婦の育児

　〔　　ご．『『　　　ヌδ一亘矧　　1奮　’ll　ンi

3、ヵ月以内

　8．0％

4カ月，モ16～7カ月 き

65％・　　　　17．6％

、181ヵ月以上

　9，1％1
1碑

照錫

虻臨訪戯しぐ麗婦、藤鋤濁威鍵
妊姫り無常を矛防することを強調している。母子推進員

のパトロール訪問を依頼している。

　〔参考；管内人口動態統計〕

糊の裡が町つ・、．．一

ぜ腰観卜騨も脚轡・髪
l演略，酵たは，曖卿どによ璽子関係騨騨
にっいては、個人睡庫接通知レないと受診率は低くな

るP

　3）　医療機関と医療体制

　①　医療要員の充足状況

瓢噸黒
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①現状
公的機関一良

私設機関一不良

（21　医療機関の設備と配置

①現状
建物ならびに附設盟兵は市蔀そ》尋整伽きれそいる程

度δ灘賦醐に顯の轡あるr
澗護、給食、ベッドなどに関する基準もマ私設機関に　』

凱《は・』 9見沸力鞠㌔
｛3）1擁医療勲対策と蹄鰍翰ぎ 』r

①現 状

纏騨潔翻気と欄麟・㌧r
㈲　母子健康ヤ、ンタr　l、

、．

①現状
とくに、市町村より必要性の要望なし。』

　1管内概況

保健所から各市時腋揚ま物購

岩昇沢市律暫酋 　・麹 ㌧1・2km∫．

い主笠市’「役所r 　　〃　　f2k㊥

栗沢町役場　　μ
月形町　役揚　　　』〃　　22k以1

北　村　役場　　　　〃　　12k血

　　　第勺集＝”

　　　　　　　第1図』”

爆ト』』』”へ

魂鼠
微鍮磯謂欝欝＼）

　　灘騨魏1、撒羅鴛／

鍵，鏡蜂艇難
琶礼 芭＼魍1翻弧

　　馨　＼一一・1翻

　　　　　　　　　 （S47．4．・．窺在）

※ ・傑一保健婦数（岩見沢のカッコ内は保健所保健婦数）

・ 』委※委託助産婦

　母…母子推進員

　医…医療機関（病院及び診療所）

：』｛へ＝ 勘締内蝿人・、知搬戸

面疲蜜ガ装
　　　　　　　　　総

人　　口

車蝉型
総曲”』い 『数

岩見沢市

主 笠『 ポ

945．73／
画

522

2・7・49　 1ヌゆ

305194　』1漏2

　　　数／男
S46133，

700

　136ゴ808

i！46魏

　　　　　　19、804

女
入吻度

700

08　　す6・螂 69， 鱒0 144．7

400

12　　33・707 35・P9年
　　　　　ご
」1　 登31・ 1

20鋤 、・32』年

こ粛沢r 町 1紛6ズ　騨、 S46　14，000
　　14，451　　　6・944 7・叩7・

”

もo』o

月㌧形画　　i5339’　・161・ s硲 ：lllL刻 3押
1

1鴎、，

適 1，460

S46 6緬
6・43＄ 、亀・66 「両P

（白45｝1d繭）F

一156幽
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結核思者登録数

日本総合愛育研究所紀要『、・第9集　　、

第2表　患者登録及ぴ3才児検診数

　　　　　　　　　（　）　新登録患者数一46．12．31現在

年

45

降　内1糊飾1三笠司栗沢町1月形町1 北村1
1，802

、（272）

906
（138）

575
（75）

219
（33）

49

（13）

53

（13）

46 1，－665　　　　　　　　　　860

（270）　パ．（13♀）

480
（77）

217

（31）

54

（17）

54

（6）

精神病患者登録数

年 擁、叫岩見藩1三笠市栗爾1月形町塵 村

45
1P218

（入92）・
　5731（1qo）

399
（β1）

’137
（18）

58

（5）

51

（8）

46 1，267
（231）

604

（85）

418
（104）

128

（25）

65

（9）

52

（8）

3才児検診突施数一

年 降』軒岩腿司三笠司菓、荊1月、形町1北 村

45 ・・2・・「　一一5671 3・21 ・631
741

85

46 ・・2φ・．・1ン　5451 32・1 ・531
721

109

内ll

』第3衷 入・ 動　態

管 岩見沢市　 三笠市　栗沢・町。　月形町
年 総数1聾． 総』

率

北　 村

鋤睡繭陣「総劃率
出　　生

44

546

2069・
1415

　　　1161

、　1262

　　珍62

16．6

8．4

8．2

554

68

18

13．3

1．5

1．2

173

61

47

9．8

1．1

0．5

83

288

死　　亡

44

546

922

10

64

6．5

．7、

．5

　　　　402

　 396
　　5．8

　5．8

　5．5

293

00

76

7．1

．4

．4

137～131121

7．8

．1

．6

49

45

1

自然増加

44

546

1147　　8．1　　！一759

143　8，4　　＄66

137　　8．5　　　877

10．9
2』6

2．6

261　6．3
68　4．1

72　’4．6

　　　　36，　　　　30

　　　26

2．0

．1

．9

34

747

死　　産

44

546．

　251
232

20β

108．2

01．5

9．6

　　　　116

　　　　126

　　　117

⑳．8

0．8

0．7

9013 9．8

2117．0

7U9．7

19

219

99．0．　　11

20．2　　　10

29．3　　　　5

婚　　姻

44

546

1宕01
191

1183

　　8．5

　　8．7

　8，8

　　　749

　　768

・い753

10．7

1．2

0．9

282　　6．8

50 6．2

65　7．1

91

180

5．2

．6

．7

42

4
5q

　　44
出　生45

　　46

2069

2053

2001

；5・01曳

14，6、

　　442・8～斗・51
離　　　婚　　45　　　　　211　　　1，5

　　46了－『携99 1，与

1161

1262

1362

16．6

18，4

真8．2

⑩9

12』6

12．6

261

168

172

6．3

4・1’

：4乳β

36

30

26

2，

2。

1．

0
1
9

83

82

88

34

37

47

、12・8

11：1

1：1

97

116

108

10，7

11．2

10，9

1．4

1．7

282

2501

265

照
73

71
』

6．8

6．2

7．1

参・0

1．8

91

81

80

20

17

15

98

80

86

41

38

41

57

42

45

15

12

10

14．8

12．4

13．4

6．2

5．9

6．4

8，6

6．5

7．0

132．7

130，4

104．2

…i…虚輩i
1．1

1．2

1．1

1ぐ

2
』2

ノα8 　3
0，3　　3
、0．3’　3

0．5

0．5

0．5

一158一
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第3表の続き 、1’ 　P一、』

㌧

管’ 酎 岩見沢市 ド， 二 笠 市 栗沢 町 月　形 町 北 村

年 総数1率・総 数／ 率総数1 率 総数 総 ，教 率
　　」

敬
　、
率

44 30 14．5 14
12．1

　110　「18ユー 2 ㌧ユ1．6・ ＞　’．0． 0 4 4Q∫8

乳児死亡 45・． 、弓
30

14．6　・ 毒3 ≡10・31　12 2516、ナ．’． ．．．2 」2、4－1 ．二〇㌧
一［

01r一 、3

37．5

、”
6 17　 8．5

10
㌦7．9　　　5 12、0、、」9 0ン． 』1♪2．122，7 ・yr 　O

㌧　　 1■”

44 18
8．7 9 ’7is r　　　8 14．4

0 0
01 0 1r、10．2

新生児死 45

6
20

ユ0

9．7

．0

「’
ひ1　　7』1 　　9

、、6∫：『、4，8

　　4

・19，2

1、9’5 ・　　1 0
．1 ：6，2ン

1’

110』

一．0．　　r』0 ㌧、

0　．　 011 0
卜

r－

．12．5

　㌔ 　0

44 47
22．7 i 1～2真 1琴1　、i

13
23．5 5 28．9 2 24．1一 6’』 1，2　’　』レ

膚産期死！亡1

4年 48
23．4 ・24 真9．0　　

16
34．2 4・ 124．8

い　　”

”2・一24』4 　　』2・ 25．0
’』46 38

19．0
25 19，9　　　　8 19．1 　　 0 0』　　・』01・ 01 ・1「 5㌦58．1

新生児死
亡

年

44

45

46

管∵酎

師「 総

18

20

ユ0

8．7

9．7

5．0

岩見沢市

数／率

9
「’

ひ

ド，
』三 笠市

総数1率

’7is
7』1

’、4，8

8
9
4

栗． 澱 町

総一数1率

14．4

・19，2

㌧1、9’5・

0
．1 ：

10　’』

　0

6，2

10

3）　現地指導者の立場かち現状説明…と・意見（4）

〆1』

、④保健所栄養士　　11 ㌧ごず』『”い

　　　　　　1』1　当別保健所栄養士lll　瀬　川

、当別保噺髄叩子嘩行教

．輝髄噸い璽講蘇噂開騒聯腰邸
多し騨で苑』姉叫蝉セヂ糖琳 人叩増
加叫、瑚係従騨鰹摩あ閃べ漢穣亙叉琳母
子保健の必要性を強調ナベぎ対象の青年暦φ定着が乏し

く、妊婦は中期の指導ですでにその大半が貧血晦って

　　　　　　　　　　　　　　　　へすいる。今後は推準員，、 傘生清準準章なξり翠の向上をは

かり、 胃年層に対しては教育委員＝会ど連けいを密にし

て、きめ細かい指導 と教育をはがぐりたい。また未熟児、

貧血、妊娠中毒塗ど④予霞11を推進するた軍》、シ各町村樽栄

養指導員り充足が必要と思われ秘 、しか1し現状において

は之・架養士の立場がら地区恕織づくりを通してぎら匠母1

子保健の向上をめざし・、わ岬解準人づくりのため

に努力したい。

　☆当別保健所管内の過疎の現状“　バβシ

　　　　　　　　石狩町3幽叩

轡嘩縢驚ゴ・．，△r流

節・ゴ1・子

〔’

1第懐管内人ゆ購1『）は世騰
年度管内、1．研叫番脚．騨村瞬村，

　　　　　 人
昭和38，42≧442、＄』3真6　19，1698、与，67q　7p758

年』
8，06学）（1，6655（4，237）1丁（89b）〈1，335）

　　　　　　　ユヒ
　じ　　　 　コノ　　　ノと ミ

　　40r昇45噴19・！6§串」騨6・㌧
42

　　（8，7耳8）q』9工7）（4、阻）

　　　ロピ　いト
4岬 P・533

（99裸）1（零，29β）

　．な 39・聯（噂那7感βpβ¢3　亀う65絆決転632
46一

　　（9，700）（2，894）（4，669）　（913）（1ダ284〉

○　間題点』 』c宝、 ： ㌦』ζ・
、．．

1，　急激な増加地区においては対象の把握、 1周知徹底

　の困難
2、 ：1人口低下地区に，おいてぱ∵病院か ら診療所△切替

　えく青年層の都市進出などポ母子衛生上の教育、指

　導に定着悔が乏uい。』』ぎ 』、

○意見　　　 』1舜』亭 （：亡∫r琉、・

11〉．幅広隔角度かわ爾童見蒼Qぞまレ恥が～ レ恥てい

　 えば地元開発、産業でもない限り人口の流出嫡困難

、ぐと思われる。

2）　一方、胃年思トの呼びかけが疹る9。流行2釦く都

　市への進出を考慮し、郷土の発畢に果す律割や構層

　について考え為機会冷毎えなき淑．≧

…穿第讐裏保騨野鱒9耽・

町、称
名1　母子保健推　進員 ’食生活改

推進員 青年学級
人 人 138人

石狩町 50’ 一　　　 （3グルーブ）

当別町
20 41年22 47年別 162　

厚由村・ 13 47年22 う隔 　50
浜益村

12
一

・．30
『　　』　一

δマ問題点 じ

一
埴9！緊一
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1）母子保健推進員については各町村のレベルに差が

　 ある。

2〉母子保雌輝餌的忍義鰍を高めるた
　め、さらに研修、教育め揚が必要5

13）青年学級について鳳、3年前には各地区に、おい

　て、婚前教育などができたが、r現在では人数が少な

　く、町村全体の集団学級になり、回数も少ない。

Q 意見
ユ）　食生活改善推進員も幅広く活躍している。しかし

　養成に要する予算が必要。町村主体にも道からの助

　、成を願いたい。

2）青年学級は馳母子保健の出獅の対象で顔・

．r．各町村教育委員会とQ速携を密にしてさらに青年贋

　の食生活も健康管理について積極的におしすすめた

　いo
☆妊婦の現状

　　　　　第3衷　妊婦届出の現状

第ア表　新生時死亡数　　　　死因

38年1 ・Lい6％ 護欝掌盃蓋1

42年　：3、 、r』 ％

46年　 　 、　　4　　　　　　5％

1）　新生児訪問指導は実施していない。

2） 必要な新生児に対しては蔓栄獲指導費を予箕化願

　いたい。

☆乳児の現状

第8表 年間検診回数 　第9表先股脱結果－『

1管内挿期匝期険期
．669
638

31L

463．

226

125

132

50

石　・狩

当　 別

厚　P田

浜　　益

』8回
24

24

3

1受潴興剃
42年　　233人　　11人

46年　421　　9

1，第10表．乳児検診栄養指導の状況

46年

衰4第　妊婦栄養指導4）現状
乍

睡』狩1蜜別1厚司 浜益
42年　『4回81人　10回421　2回　18　1回　9

’46年　 2〃51〃　8〃260”1”1一［10』　　一

1）一慮出については箭期が増克らつあるが、まだ後期

ρ届出φあることはざらに関係者の努力が 必要であ

ドる6

2）妊婦栄養指導についても回数がへっているo栄養

・士数が同じであることがら業務に応じきれない現状

…がある。

3）　母子保健を積極的に推進するためには㍉各市町村

』に栄養士を配置されるこ善が望まし“。

☆出産、新生児一

　　　　　第5表一出産の場所

42年　8回200人10回325　4回　86　7回136

46年　5　132　6　196　1　12　　一
1）　乳児検診嫡他町村爾医師k合せ七実施ずる幽係か

　ら・搬鱒耀騨近し》・ 御㌣タ昨どの栄
翫砲当するが諏んか離す趣き》・，準際

　対象珍q2名中わずふ340人の指導で、 ζ脅導に問題

　があ為。

☆幼児
　　　 r第陳46轍3才腿診
　　　　　　　栄養指導

総数瞳診石 糾当 別悔田／浜益

％3一く6噂、ll晦4回68陣）；

第12裏　　う歯の現状

嬢年 ．一37t6％、
，

、i1乳β％1、1即・0％　12・6％

群’』 46』3％』・・9』エ％　29．吻　44％
監　一ド

第6表　出生時体重

1・働9＞陽翻23蹄gl25・・9＜計』

受診数1う歯 ，A・52人
　　　　　　　　　B　323人
　626人　　　521人　C　　46人

42年

46年

7 　　　7

4　　　13

25　　　　　640　　　　 679

19　　　　　574　　　　　610

1）　3才児検診の栄養指導も同じ問題がある。一

2）　とくに、う歯の状態からみても、妊婦から始ま

　り、1才一2才児の早期指導がのぞましいる』

☆母親教育（育児態度と母親意識ン

現在は実施していない0

1）育児態度が年々良好な反面、既製食品の利用や工

　夫や努力はまだ足りない。

2）　母親教育まで、現状の要員では困難である。1

☆医療要員の充足状況

一160一』
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第13表 ミ医二療要員二の 充 足 ζ状況』r ・過6年度現在・

刀

診療所 ．藪耕lj』勇烈癩搬 馨敷杏’躯釧一肇≠』1’
、聖 や

石　狩

当　別

厚r 田

浜　 益

4

10

2

2

2

r3

1

1

工．

い一

’？

1

21qo人1、、 」05Q4、

， 聯人　
・昇318

　－4b94人　　 499ザ
2944人’ 5888『

、

じ　∫ 【本；べ一

　　　センタ 造　、1

．年84鉱　　　
．エ

　　：HC 罵、
1、

r4592ン1星野 1
．妄

・き面麗ソタ』・111 へ

5σ32．、センター．

　　’・’』
i

b　このことに》ついて現状のとおりであゆぐ医療要員’

　中充足可能にりいではく ！栄養士めみ乏考え・られる。

　この見地がらも町村に燃土磯置鰭望／し泡・。

1弩麟翻備露1 　1
1ミ1 1』

丁、1

医療機関め徽施設についで　　』』い’
全体の財源の闘係からか、最低に近い設備であった。

食礁内容も乳製品、果物が最庵少なくご患者め食礁とし

ては、間題期争』）所　　 1、ξ∫・ 瀬・・、

　Q　間題点　　　　　　　　　 ”　　いごr 1L略，

、）医徽動給館諮醜の燃ピ齢されがち

睡紐かぐ徽が砂甑やす㌔∫油者給餓贈
．冑ψいて郵メ、：管麗蝉灘化擁庫邸必鄭1

　ある。H・C栄養士やセンター栄養士だけに依存す
　るのでは目的達成に困難で訪：る＆弾ll1献1・場 l　l声

へ2ン現在管内紀病院は1働所も姦魏、診療所セま嬉カ所

　あるが医師のいない所が大分ある。泣　…

　単　救急医療時あ対策乏患者；・血液輸送 二△

　○現状　 　　　rrl ∴’』』糾

・道路灘備さ讃江別、札幌と姫離が短縮猷た。
・1 ’・ 』婁

＝1㌧ 』l　l』1 ∵㌧∫ 二』流’き 』11

一

　1）　冬期間の除雪については」関係機関の適釦な作業

　く壱望む。『一ン途　一レ　ム鴨二・』　　　　㍗

　　　　　、 r｝ lri践：r㌧〆』！r㌧11』i 　』1一』ご1 ㌧

☆母子健庫セソター

　　　第14表嬬46隼慶母子ゼシ・ダ域め現状∫「： 　li

・”14b 一』 ㌔・’ 従1“出 …畢」助不・ld3
　　　　医　師 産 業 1生　　　 産在傘 輩・

　　　∫ ・1‘圭人曝健、羅恋務〉㌧1・、lll領苫』’茨響’“

』1）産婦の蜘いて瞬轡辛鰍轡
、，み蓉灘濃額識織した鵠、、、，，｝，傷

1
榔追・加直端．纏薫蔚瓢

1＝

』、w

』

・3才児検診の綺果嫁魏1・‘：1古 く△丸 茂
』焔轍的騨幟脚39名輩鳳

　　　 欝鷺離’2嗜』1翼
　　　 燥常の齢儲』▽ン』・’ 2名粉

o・’1り鳳の育児態度にゆ薩～ズ縦検診時災習指導）…

、・

内中奪老く盗浜益村顔ほン1離乳め寵≧れ謹幼男¢〉食

嚇内容 も他の町村よφ遅れ髪昏渦現状がら、．47年度よ1り』

乳幼児検診時群嘗は、 嘩乳食幼卑副食、問食なぎを実物展

示』作防説験鹸擁財る：趣を決あ溶す靴
3回試みく良㌧1・結果を期待している。‘

3）現地指導者の立場力碑聯畔醜5）

　　　　　　　　　　　　　　⑤二r保、健所助・産婦rli∫』翠・1亭llレ：ン1，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木古内保健所助産婦

　　　　　　　　　　　　F三’　　　＝溢，！ みぎ』r 『

1） 現地指轟者の立場からみだ現状と意見

・①　過疎の実態　　　　　　ン、illで二一■！　　　・（r

　木古内町、知内町、福爵町の3町は農」漁業の町であ

秒ぎ、松前町に観光≧漁業の町であるび管内人．口は46年10

　　　　　　　　　．i憶1奥 1・r村』 ヅネ子5・舟

丹1 白現在で住民輩鋒人円娼絡7人雪ある翫亦責内町～

知内町、松前町は出稼ぎ労務者が多ぐ、母子家庭や馬老

人家庭が増加する。（勃鳳巌鰍あ1翻3卿人
～4，000人が出稼ぎに行ぐ）1江　　　　　〕耳驚i議ミil1蘇＿

　これに対し、福島町ではく鉄道公団によづズ吉岡嗜帯、
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函ト ンネル工事が開始され、この工富により海底・部300

世帯、労務者1，500人、陸上部も280世帯、労務者1，400

人、人口5，000人が増加する。

　②問題点
　農家は水田地帯ゐため、国の減反敷策のあ

おりを受
け、出稼者が多くなっている。

漁勲沿糠業のため、イカ、飾、アワビの剛吻

外は出稼ぎで隼活を支えている。 農漁業を営むいずれ
も、母子箏躍ヤ老人家庭が多い。塗お、当管内は海岸線

に延びた帯状の地域で、最も遠｝・原口まで86kmもあ

り、松前町からの交通はバス3往復にすぎない。

　③意見
　a　農業漁業以外の産業誘致が望まれる。

　b　出稼ぎ労務者は固定した賃金に魅力を感じるよう
だσ

　c　交通機関の整例憤よ、急を要する 要件である。

　12）1母子保健関係地区絶織　’

　①現状
管内で、母子保慰難進活動族施してし、る町は木

古内町、松前町の2町である。

爾の推進事業は軌道に乗りつつあり、推進員は各部

落単位に選出され、構成員は20名程度である。両町共年

に3～4回の推進員の会議をもち母子に対する新しい制

度や・爽施中のあらゆる制度を検討している。

　未実施の知内町、福島町において、も、’新年度から活動

を始められるよう推進員の人選を進めている。

　②間題点

　a　当管内4町とも、これらの組織を必要と認めなが

らも、推進員の人選く委嘱に苦慮している状況である。

　b 推進寧業費補助基準を改正し、人口区分延べ件数

制を廃止し、．実際に実施した延べ件数制によって、補助

すべきである6

　c　基礎単価100円を250円にすべきである

　③意見
　a　若い婦犬層に委嘱する；とが望まれる。

　b　組織を育成するためにも基準を改正すぺきであ

るo

　c　各町共に、200円以上の指導費を支出しているカ・

ら、引ぎ上げは急を要する。

2）　母子の現状と問題点

　〔11

妊婦
①現状 ．r1

昭和46年妊産婦数 』1 ，878人

訪問指螺件数　　　　749件

　、40％（妊中援護と支給率つ，6％）

・第9集

　a）母子健殿手帳の早期交付の不徹底と内容の不佛i

（5ヵ月までの交付は50％）

　b）妊婦の相談については医師の協力が袴られない。

　cシ中穣痺患者につy・ては、援護費支給制摩が医療機

関に微底していないQ

　d）訪問指導者の不足

　②間題点、意見

　歌）療養援護費支給について

　世帯階脳区分を年問所得税額4，801円以上の拡大を望

む。

　b）療養援護費入院期問の1週間を徹廃し、21日間に

　　延畏してほしいo

　¢）療養援護費支給申請闘係露の簡索化

　d）妊婦一般健康診査費を10p円上げてほしい。

　e）母子健凍手帳の早期交付をさせ、活用について、

指導したい。

　②　出　産

．①現状
　　　昭和46年　出生数　　867件

一標装愛職
出生蜥病剛診療州自宅助齢
　　　　238人い72人「万・7人

　a）訪間指導者の不足o

　b）医療施設が不足のため、施設分娩は主として函館

市で行なわれる。

　c）経済的塗理由のため、自宅分娩が多い。

　②　間題点、意見

　a）昭和47年4月1日より、松前町母子健康センター

が開設したため、自宅分娩とその他の取扱い件数が減少

している。

　b）へき地においては完備された施設の設置増加が望

まれる。

　c）未熟児届出の少ないこと。

③　新生児一①現状

死亡率

昭和45年1・5％（繍児姓数晒・）

昭和46年19，2％

　a）未熟児出生の原因

　地域の状況として、出稼留守中の妊婦の過労があげら

れる。

　b）小児科専門医がいなく、また養護指定医療機関の
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設備がない。　　冠 ．、・ P』見，㌃ゾ 鵠
∵1 1㌔

　c）医療従瑛者の不足のため》衛隼敦育が不足してい

るo　　　　　　r＼　1　 ：い’ ㌧

　①問題点、意見　　　煮一㌧・1 ： 、’

　a）未熟児指定医療機関は道立松前病院の’み．で1勘る

が、専門医師不在で設備も皆無である6　』“ 乳』

医療機闘の充実にっいて

　b）移送用の保育器、 酸素などの整備について1二

　c）医療従亦者の充足について

　婚前学級、母親学級などにより、未熟児出生を減少

し、死亡率の減少に努めたい。

　（41乳児　　　ゲ：1』（1こ
ll

r』』づ．継召

　①現状

　　　　宰呪死重率

’・ 嘆筆…團』
　a）． 2町と保健所にて定期的に相談日を設けてい る．

が、他の2町は医療要員不足のために実施してい ないび

　b）管内に専門医がおらずぐ施設が充実していない。

そのため都市まで行かねばみてもrらえずく・早期治療は望

めない。

　c）乳児訪間指導が不十分である ㌦

』ト②　問題点、・意見≧←・

　a）定期的に相談日を設けていない町に強力に働きか

け、母子衛生の窓降とす る占姶、1、、㌧

　b）管内に小児科専門医と医療施設が必要であるσ

　 C〉乳児精密検診1の活用セごよ「りミ て異常児の早期発見O

（早期治療がお くれている。）』∵ 』l　l　r”』 1』一’

．⑤”幼 ・児

　①現状∴ … 』1． ∴r』』”㌧一 ’ 』1づ

　　ン 　　　　　　r 　1 1「” ll・f；〆”11

脚鄭神緯騨査岬，

対象数 ／爵診数蹄導身網…要幣密：，

画天↑・7・6人 意嫉』ド1駅！
　　　　　　　　　　　　　　　　　

【　　

’』aン歯の横診、 指導は、歯科医の不足で協力が得られ

ないため行っていない。

こも》要精検者に精密票を発行して受診を進め七も 専門

医がいないため都市部に行かなけれ』ばならないよその際

．には交通費など経費の問題があるる
、、．

　②　問題点、』意見　、．㌧　』 』1 、〆1
・ し

霧』㌧1

　a）発見された身心障害児に対しては、療育制度の利

用と身体障魯児童身体登録台帳に よわ、管理しく事後指

導の徹底を図っているo　 　　　　　汽・』』．誉　駕

⑥醤親瀕値児臓と母灘蜘・；二臼、、3、

　①現状
　a）出稼労務者が多く、母舞も勤ヤ・てい為零顔衷ギッ

子が多い。　　　　　　　　　　・・㌧宕　1一、ご・・

b）購家庭において夕海母嘩轍 弓、1玉 ．L‘ 、

　③．i問題～頴 ．悪早♪㌔
』警」、 ・、1』1♪、1 ぎ1［三洪☆へC【r

　α）保育所年外所璋齢時1弔幣俸育所介不所誉繧る？．

3）医療機関と医療体制　　　』 1、～ト

　Ul医療要員の充足状況

　①現状　 1蝦1・1蔦

〔管内〕、飾
、．

醗く鳩卿46・2彰）
　　　歯科騨 ，儲（糧 餌対2L囎1ダ

・㌧
：

　　　保麟 1・：7名（K φ聯婦；嘱課僻
　　　　　　　　　　4名、その他：1名）

　　　雌蛾，、、、．臆無ρ1嘩嬬『穐 、㌣タ

　　　　　　　　　　ー＝5名、開菜；8名）

　　、．r零誰織・浸鰭，1；・～ぎマ』．、
ll… 、冷（．1

　　　鞠　27名つ（トこ1乙．、》
〔マ、1 』よ lrr 1二・ 、1量’k

　・）、騨騨鰹星砂塀熱：1，醐・撃賜科）乱、，

Fb）雅所雅騨、書勧，撚・晦、邸癖、：轡
　　把桀中し、母子衛生までは手が届が塗㌧ 凧IF，1（E．み

　q）動摩即暉剣1 、（平場鉾鍾亀墜〉1二、≧、摂、、、

・1② 岡顎燕1びか』ぞ・r曳・』』図△た rぐ．」 』1』、・：二・ 1）㍑
a〉鮒医師がいないため・賄の早醗購療禦

難。　　　　　　　　 　　r 1レ』し、、b

陶

b）保蛎鱒撫槻糟∋．郷ゆ撃塘健
る。　　　　　　　　訟｝ll （・、1＝、註rlll 』』く r・ 1疏磐（fl
　c）畢健所助産婦の業務が多脳㌧・㌧』1

慌，で償（、、

d）助産婦の老令化と古轍育餌轡騨聯騨
者の教育養成。　　　　　　　　　　　　、ヒ　』』．ζ1

　③悪旱・、要望：・』レ 11♪1』乳 ∵ir ：」ll’卜 i艮 l・ r、

ト、擦

　a）専門降顛り夷犀鰍輔1． i1㌧ 1∵　 1．ト含 （与

　b）保健所保健婦の充足。　　．ゴt　ll濫r，に． 、1ドビ⊂…

c）蘇断と棋難婦を瑚レ・母テ鱒郷の
導門化を図ること・・脚o貢娯、＝・・

．ン

4） 瞬婦曝嚥鱒磐購つ球肇化蝉聾
と。　　　　　　 　　　　　　　　　　　　，㌧：』』 嘆、li　耐〉

、

ll2ト医琢機開り講佛す蝿置1ぐ き；
．，

帰』 1ら

’
QP視1滅I 罵・1：∵る実急』 ・・

ンノ1 赫
、試1』 謁

1松馴福島町 納町障内町卜 計胃 …

病…院”）f’

療所　旦
歯科医院　3

宝｛し、置・

　1

　4

　2f

、で ＝！い

5　1・

　’”

　　6
．1

　　て；』・
　1

『1八も

　　　r　l　23｝
〆

　い7
，∴、［’幽．レ「一　　寸ヴ
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②間題点
　a）地域にセソター病院がないため治療面の困難なこ

と。

　』）地域住民の経済的問題

③意見、要望
　a）地域センター病院の設置

　b）養育指定医療機関の医療関係者と設傭の充足』

③　救急医療時の対策と患者・血液輸送

①現状

　a）専門医師の充足（産科、小児科）

　b）助産婦の養成対策

　C）助産婦（センター勤務者）の教育

　d）輸送車の整備

　e）嘱託医師と医師会との関連について（医師会と道、

国との話し合いの場がほしい。）

　f）地域住昂に果す役割としては、完全看護のみなら

ず経済的など各方面に与える影響は大きいので各町に設

置したい。

未熟児出生

　　　　　隣 蟹 1脇讐で1獅医療

雌塾」雛 1誰一誰

　a）管内に指定医療機関の設備があるが完傭していな

いo

　b）移送の問題……半径40k　ll1交通時間 1時聞の処は

木古内町孝知吟町り％であ為。㌧

“）雌曄・踊町即噛蜘贈8・2k吻・
3時間も要する6聯送中に死亡するうのも趣

　②問題点
　a〉移送時間の短縮方法としでは乏指定咲療機闘の整

弊騨考哩〉叫 啓轡る堺　

③意見、要望
　a）地域セ γター病院の設置→移送時間‘わ短縮

　b）移送時め保育器酸素の艶備

　◎移送従辮者の教育
　〔4〕』 母子健康ゼンタ」1

　①現状
　昭和47年4月1日松前町母子鰹康センター開設

　a）嘱託医師の妊婦相談日の協力渉な㌧㌔

。の雌脚老令化
　c）4んε月の分娩数168件

　　妊産婦保鰹指導件数307件

　d）母子健康センター運営協議会跡設置されている。

　②間題点
　a）開設後、日が浅いため現在は母子管理と助産部門

に力を入れている。しかし、指導部閂（保健指導衛生教

育の推進ン、が活動して鯵ない。1

　わ）古い蓼育と葛務的なものに助産婦がなれていな

い曾』

　c）セン穿一に入所する際の輸送者について、

③意見、要望

V）　研究発表の要約

（1）行政の立場から

①北海道過疎化の経過と実態（北村幸』）

　a）全道の市町村め約％（138市町村）が過疎地域対

策累急措置法の適用をうけている。

　b）その原困は、漁業と炭鉱地区の不振閉山および山

村地区の産業と生活基盤整備の遅れと道内先進地域や都

市の雇用吸収力の増大をあげているo

　c）対策としての＠交通網の不整備とくに冬の交通確

保の困難と⑤通信網の整備の遅れが過疎化を促進してい

る。

　d）過疎地域振興の基本的な方向としては

　③　農業、林業、水産業など第一次産業の振興を促進

する。

　⑤　都市と過疎地域間の道路の整備を計る。

　⑨　教育文化厚生施設の適正な配置と整儲

⑥　生産および生活の困難な農山漁村においては、住

民の意向と地域の実態に即して築落の整備を計る。

　◎　地域社会の基盤整備の遅れ、とくに医療、教育、

水道の整傭が遅れている点を向上させる。

　①　道の過疎対策関連事業！過疎地域揮興特別対策事

業など九つ）を実施しているが、その例として市町村過

疎地域振興計画（45～49年）では交通、通信体系の整術

（36％）教育文化施殺の整備（％％）生活環境施設およ

び医療の確保（23．6％）農林水産業その他の振興（14．4

％）その他（2，4％）で計203，067百万円（約2，000憶円）

の援助を行っている。

②市町村における母子保健行政の例と一して別海町

（上杉貞町長）の例を紹介した。

　この町は農業から酪農に転換して安定しているOで人

口流出が少なく、過疎地域に入っていな㌧、・。

　a）町政安定のボイント

④　酪農の安定化により晋少年の都市流出が防止でき
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ているO　　 ・　、 ト 』㌧ 　11・ト㍗1※1： 』　、ド

　⑤　今後は産業の後継者の育成に力窒みれ距ヤヤ、｛き

　i）酪農高校の充爽および酪農短大Φ誰置・、を希望す

るバ
㌃

』』 1』　　 　』 ＝∵ i1』』♪晴ご、ヤ・1 ㌧｝』篤
」

　h）酪農の大型化と近代化　　　　　　　　 』．∵ “

∫並）r道路綿Q整備ツ
』・．

カζ急、務という。　　　　　　　　　　　　　　　 　　一：ト

b）医療機齢、町の道立診願が騨不足琳診中

である。　∴・r“、』 一☆ ゴ』、』1パゴ・ 　Lへ
　＠ 公立病院の運営費に対して道および国費の増額負

担を望む。』：』』．1 二1・ r” ）∫ 1” ｝1 誇か一1
三1㌃』・1・11’

』⑤ 救魯隊療病院Φ受みれ体制に問題がある己一、．r

』⑨∵、血漢ギ／タマに約⑩Ok加の釧絡市㊨月 歩釧邸ζヒ｝凶

タ怯購織ているq嘩脚碑液セン㌍鵬い1さ㌧
　。）保健所行政が不十分のためく「町潜単狭で保健要畢

拶軸お鍵難廉頻の鎧践て聯㌧
　i③　市町村にも栄養士の設置を義務づけてほしい6冒

　⑤　妊娠中毒症、入院助産制度は母子栄餐強化対策のい

対象のフクの増大を望む6
，

』だ． 』・：

　◎．偲子健康ヤγ・タlrは建設へめ援助の他に運営べの

援助がほしい。

　③…1助産婦養成機関の増設を望むし』 ㌧ 』ll㌔

・◎1、；乳幼児検診につV》ては：（3」619，12溺」才半㍉ ｛

2才）よく行っ七いるが、　　　　　・
　、1）、先天股脱検査費や乳児医療費の無料化の促進を望

む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼1、へ

　 虹）［歯科医、 施設く 巡回車め配置を望む。　i　l＿ ，）

　血）2才児検診の実施≧a才く2才児の検珍 メン～く曽

螂輝助備嗣医磁吻科医’etの i裡費・てL

　①㌧母親教育ではP．・ 1、一

　　i）母子推進員の研修員の直畷饗胸・ド き心
・⑧母蘇麟係地鴎織く罐磁組織調子騰

推進員および食生活改善推準員）．4対レズ腿興溝よび道

獅よる援助物増額および助成制度の聴輝妬、・

　としてい七、 別海町り．ように貼敦の蒙定じ丸町で将：町

長が町民の健康管理および増進に努ヵ，し膜い渇扮合で
　は、母子保建の爽績の向上が著しく、計られ為尊盛を揖す

僻験綴熊妙鱗紬幽購こ曝璋櫛る
の で、医療顛や・； ラザ糟ス触・フ鐸曝1と糊改

畔鞄窺騨瞭幽鰍の羅を望碑林き
　いo　

　③過疎の著しい保健所管内の攣攣璽2塑と

して、当別保健所（佐藤章所長）を紹介したσし　鼎

二間題点は∵二』芭 ㌦

a）道内の総地区はトンネ ル完成などの道路網磁

備で管理しやすくなった。　　　 1』，、｛㌧◇ヨ．i）

　b）．1母テ俸健面’ε・肖』fプト㌧　』5 』r』 ∵』も

　③ 受診率が悪いが、よくするためには所得制瞬¢1微

廃々望鄭 い ・： 1い 1 』「

ヒ
‘』＝ 一i・い』ll1』』　き1：・

⑤出齢自宅分娩纏い講袖馳ンタラ輝
鳶馨鶴㍗・ 1・＝～ し1．二1一 碧、r．1て〔・』1』 二淡一・1治・い
　◎1保健婦く助産婦の不足が著しいので、この適年酵

置奪望むξ轡r添♪ゴ1』 謎、尻箔』
…

　⑥一養育医療機開毎奏恥勲雪揖簿匿摩構難久〉挿大を華

む。・ 、』∬．斜ゾ』1ン r』二丹』・戸・丁尋潔1隔i』 一！

㌧

　6　乳児検診＝受診率ボ悪ぐ』し身も布勇訴辱｝i秀多

、噸齢轍寧辮耐餌麺麺り保弊
が高い。地完の医師ギ歯科匿師り塀力参鴛わ劃奏と池、噴

鐙轡禦響轡響貫1贈解、
　φ　出産：助産婦あ老令牛が署い｛が』後舞考脅～配璽

が望まれる・』、・、』 縁げ～、
，紅

まべ戸 ℃1二、顧乙1堂…

→すべての医療要員り木星歩深刻ぐ南う爆。ヤ塗レ｝ 保

脚、嘩恥醐即勲弊堕足購寺影・・
、，ゆ一・・rl擁迦箪弊嘩峯攣セ鰹1率鱒
磁士） 道衛生鰍獺介が傘た…　』▽・∫1 二』r

a漁馳猷3陣聴沸区人麟勺廼人盤
道人口の2．2％）関係市町村は、 草9で（全導市町粒戸β

％）に相当するし．、』 ！1ざ1』 、二喚’ゴ』枢・・1∵ 』1 一1』ズ

無齢麟区は・ 蝉の3綴解τ声噴穣聯町
榊60％）1莇る・㍗1・ll．…、二1‘・二☆Ll痘11♪・1露・｝」1…ン11』

・∫b）医療曜の蝉∫1顎ト離・…拶＞一r卜Σ1 イ 乏：醤1

　〔a）直接的対策　r 　 　　i　P／i 、1 凋‘』1 二

雪上車やヘリ ≒謄8騨磯卿嘩筑饗畷擦’

備糊魅鱗鞄案隅騨騨
行論譲藤N誌ヤ｝、，1，暴、1、し、雌几、σ溝

「三

、△71

　医療の地域差をなぐする目的でξ 北瀞道医療維食対策

齢膿会搬置レ、地城蝉痢繊嘩靴医難
保対策および道路綱、通侮施設㊤整傭を行鱗濱酔逐b．r．㌧

（c）対策緬として蝋a）⑩ρ拡輝偉 醜に 二』

　＠　底療供給機関の体系化与地域医療体御⑫確立・、忠

⑧ ζ碓鰹鞭機構蒲鞠麟腰象磨馳、
齢翻、 撒管勘どを行える繊医療畝踏を鷲
立したい。　　　　　　　．r』∫ て台㌔院藷1覆・・ン1 ：…

　c〉髄点としては磁1乱掌・嫉照 凱（、宛ド

ll←（a）雁師嬢麟：と都編在の是L＝』輝狩射、
（b）』、 pafamedi副Staffの養成増1と援助の強歓轡㌧

（c）繊の医療・保麟関の連携の強化、、1謄鰍

、一；165一
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　d）国への要望
　（a） へき地医療、地域保健援助に関する現行補助制度

め拡充

の霧｛ヒ村別騨殊げ騨嚇零する財糊

　（c）地域センター病院の整儲運営に対する補助制度φ

創設

　（d）通僧磯構、情報符理機構の整備に関する技術囲発

と整備費補助制度の創設をあげている。

　④一2　北海道の医療体制として（楢山敏士）は

　a）医療機関では
　（a） 各医療機関の施設、灘め近代化報進する緬

　（b）噂門擁、麟繊の蜘をすすあミ地域医療の

体系イヒをはかる計画o

　（c）1国立病院を専門病院として整備する必要がある。

　（4）奪的匿療機関の経営悪化に対応し、財政援助が必

・要であるoρ

　（e）医捧従事者の充足が必要である。

　b）基幹病院では

（a順和麟度隷で馳魔ンター癖院19朧鱒
るとともに、そこを中核とする地域蹉療体制の確立をは

かる計画。

（b〉繊セγダ繊の郷を邸働の対無する・
必要がある。

　（g）医療従事者の充足が必要である。

　C）救急措置病院では

　（a）救急告示医療機関の適正配置およびこれらと、救

急医療センター（全体計画12病院）とのネットワークを

確立する計画。

　㊨、医療従華者の充足が必要である。

　（dγ救急告示医療機関めない地域の解消をはかる必要

がある。

　（d）急病患者の措置体制を確立する必要がある。

　dン磁子健康セシター

　（a）昭和50年度までに市町村において計画されている

が、 逐次増設充実を図りたい。

　（b）』施設ζ1設備め大幅財政援助が必要。

　（c）1運営費紀う“てめ財政措置が必要。

㈹弛域により保健指導部門と助産部門め分離充実を

はかる6 ＼町　・1・

　（e）専任職員が少ない。

　e）医科系大学の協力体制

　（a）地域センタ」病院に研修指導医の派遣を願い、研

修医が大学病院乏のロ 」テ』ションを組める体制を確立

したいo

第9集

　（b）大学側の体制を整傭する必要がある。

　f）保健衛生組織
　（a〉連合組織を育成強化する計画。

　（b）単位団体の活動強化と関連機関との連携を強化す

る計画。

　（c）組織活動の基本となる知識技術の指導が必要であ

る。

　（d）組織財政強化が必要である。

　（e）　り一ダーの確保と養成が必要である。

をあげている。

　⑤北海道における血液行政（穴戸滋）については、

　a）目下セソターは、札幌、旭川、釧路、歯館および

室蘭の5施設があるが，計画中のものは釧路，函館及び

室蘭の3センターの施設と移動採血車の鋤勝ある。

　b）間題点としては

　（a）近代的な設備が必要であり、多額の整備資金を要

するために国、地方公共団体などによる助成が望まれ

る。

　（b）季節的、型別などによる不足を生じないよう、献

血推進絹織の育成強化をはかり、献血思想の恒久化を一

屠強力に推進する必要がある。

　（c）献血者優遇制度の拡大、r低比重者の保健指導など

を行い、献血者に対して十分謝意を衷わさなければなら

ない。

　（d）医療の儒要に対応でぎる近代設術を整備する必要

がある。

　（e）rオーストラリア抗原等検査法」の進歩に即応でき

る機能を十分整備する必要がある。

　⑥　北海道における母子保健の現状と対策（山田睦夫）

については、詳しいデータを提示しているがその中で

　a）妊産婦の問題点

　（a〉妊産婦死亡率欧米の数倍。

　（b）妊娠中毒症による死亡が多い。

　（c）妊姥届出が低い，

　侵）　8カ月以後の妊娠届が9．9％ある。

　b）出産の間題点
　（a） 出産率が低い。

（bl出産率の地域格差がある．炭鉱閉馳区、藤の

ない群部の過疎地区、離島などが低い。

（c）合計特殊出生率（粗再生産率）が、昭和36年以降

2．13を割っているσ

　個）「純再生産率は、昭和35年LOOを蟹っている。

（e）若年出産が多い。若年多出産もみられる。

ω高年初産が7・3％みられる。高年多産もみら れ

るo．
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　（9）低体重児の届出が低い。

、（扮1死産率はぐ総数し人工どもに宮崎県につ炉で全国

第f2位め高黙・ 〔臨

』G）』全国とは逆に、人主死産が自然死産を上回づてい

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　弓

　（｝）死産率に地域格差がありぐ市部が郡部よrり高い。

…㈹入工妊贈絶率は、岡山、［京都にりいで全国第3

位の高率。

一ω1中絶をうけるも4）も妊娠月数が進ん感から受ける

割合が多い。

ド薗 周産期死亡率めうち、r後期死産率が欧米より画率

である。

1（n） 周産期死亡率はぐ地域格差があり、1郡部が市部よ

』う高率。一1t．∴、
’二㌧ ・』1〉 γ吾い

ヤ　∵1：こ

　c）乳児の問題、点　・

l　l』（母、 乳児死亡率は地域格差がある。こ郡都が市部より高

率。

〆（b）乳児死亡率を生存期間別にみると丈1まだ先進園バ

ターソに達していなレン・o

　（c）死因別乳児死亡

妖難、雌時の鰯、 纏規碑卿麻騨
症、肺炎・気管支炎ミ 不慮の亭取ぐ鐸瞬炎～・陽開塞およ

びヘルニヤなどが高率。不慮の事故死のう琢窒母、 墜

落、自動車事故な どが多いσ、1・

　但）　1～4才児ゆ死仁率が非常嬉輝い6』　
』

　d）母親教育、　∵ マ ・冒　 』㌧ヅ写 1足一
　（a）対象が保健所の所布およ磯の騨魅撰限ら
塵る問題力きある。．　 F　．、

（ゆ 母碓康セ塑7は， 蝋2・舗剛の 内56市町

村（充足率26．3％）で実施しているが専母聯承塑非常に

少な㌧き。
』 ・　　　　　　　　　　　　　　　　、

　（c）去年の問題として、財政援助揮が少な恥≧い う問

一題がある。　　　　　　　　　　　　　　二 　 ■図 lr

　．（d）都市に隣接した地械で嫡・．助塵輝設曙不要で・む

しろ保麟戦耀レて嫡・い・昌｝・う要麟麟・▽

　e）母子保健準準員1 r ：
c』 　・ いζ ll・i・

1

　ド

　（a）47年度は130市町村（61、0％）に設置し、1，677人

の推進員獄る67・050件の鱒を予定し・将来を塗市町

村に設置する予定。国では、49年度100％設置を考えて

いるが、完全実施は困難な現状、

　（b）活動費単価の増額が必要』r…み 1

よ・、（c）一、繍町村人口による推進活動件数制限の徹底。こ

影 一注 ）食生活改善推進員． 』 ”．　＿1』ゾ＼』’一… 1や

　（a）町内、蔀落単位に1名必要である。それにそらて

　の増員 と研修が必要である。

’1（b）、1‘現在、．ボラソテォァ的活動であ為淡ト 市町村堪業

としてのテコ入れが必要である。

②専門職の立場からみた爵保健の現状と意見，

．①1泳松門阻（小児科）は一つとしてぐ担当の市立札

幌病院の小児科か らみた現状と問題点をあげている。・す

なわち、

　a）問題点　一商・
　’（a）二”外科手術を要する柴天異常ζおよび李換輸血を必

要とする高 ビッ，ル1ゼど虫痺が多い。 rr

ジp 　い1
　（b）地方病院ではこれらの処置を常時受けみれる態勢

力；な㌧ 、6、；
∴』　” ：∵こ；「ご＝』 ∫、』r ＝　戸 r 1 ：1ζ畏 ㌧ t：L∫』｝

　（c）基幹病院は常時これらの患者を収容し、治療で、き

る状態になくてはならない。また、小児秣外科唖携

が必要である。これらの患者の送院されて．《るのば汐刻

、より 夜【閏に二なるこゴと力二多い。 ※ ㌧r∴

　b）意　見　　　　　　　 』ヤ し 一．｛　乏㌧”1ンτて｛

　（a） 先天異常の多くに予防する方策が明らかでな吟の

で、外科的治療可能な疾患を早、く発見でぎ為露，う医師・

助産婦への指遊が必要である。

　（b）高ビリルビン卑症では5 すでに ピ［ぐ を過ぎてい

．るものが多いので核黄疸の予防を灘い・・少獅を諺る

が、』溶雌では交換輸血力澗に合って馬・拠’・ものがある

ため、黄痕に対する適切な揖導が必要。 「’

”1三＼i｝

　（C）・午後に発見されく・：ぞの後に送院される準≧転墓弊

病院の医師、堰護婦の負勘状であるので早，く発見肺

よう努めるべきであるo

　（d）小さい未熟児の送院が少ないこと嫁、輸避に問題

があるので、これを解決する必要があ為。1．』 1』ジ 』㌧）

甥上㊨ ことか．殊，㌃Fビ』 L』
、

ノ、』一 ヨ』1イ1烹

　①基幹病院に、母子救急対策の一環として・医揮要

員、Paramed正ca亘Staffの時闘外確堺継・び ．寧“d（曜』

爆項％要で南う。　」 』
託』：rで、．二，： ン 、 ㌧

　②繍児曙趣縄騨見と、とも1き、遡幽9

難な継が計噛緯鹸献・・孝僻繊躯聯
準び7曜騨；撃樋昂て、’る…　．・』・：：

　③，道爾奉幹疹購塗、うび年降捺珂ツ7の養球配奮セ

　シターである大学病院め果している現状と今後の V呈si－

onについては、産科、小児科の教授ともに欠席されて

意見を聴取することができなかったことは残念で南る。

　（3）現地指導者の立場から

　①市町村母子保健行政事務担当者の立場から、長万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砦　　1
部町（河野勲）では、

　a）当町は人口減少率13．5％の過疎町』〈昭和47年人口

13∫284人）1とく・に若年願の都市べの流出が大、きiい。（D

　b）1母子保健　
11 「r“1r ’1［ず・』）『 、L、、
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　（a）低体麗児出生が年闘10名前後あるが、養育指定医

療機関がない。

　c）医療機関と医療体制

　（a）公的医療機関がなくζとくに産科医丸外科医がい

ないので｛公的医療機関の配置の適正化を望む。

　d）救急医療対策

（a）夜間診療がスムーズにいかない。

　②　母子健康セγタ｝の立場から（長沼町、田淵勝美）

　a）過疎率14．0％の町で若年労働者の流出が著しい。

　b）母子保健地区組織

　保健衛生推進員の無報酬の解消と研修会を計画してほ

しいす

　c）母子保健r、

　（a）P 出　産

　①昭46年分娩225人中、母子健康センター90人（40

％）でよく利用されている。

　② 助産婦の老令化が著しい。汎　

③ 救急指定病院がないが」 早期ヒ制度化を塾む。

　㈲新生児
　　　入工栄獲児が圧倒的に多い6・
　（c）一 乳、・児

　祖父母による保育が多く、栄養、養護面に間題が多い。

　d）医療問題と要望

　（a）・医療要員の不足とくに精神科医の充足を望む。

　（b）看護婦、助産嫌の養成機関不足が著しいので、

国、道で増設を望むo

　（c）総舎病院の設置を望む。

　（d），救急医療対策

　指定救急病院がない点が間題で、最低1ヵ所はほ』

い6

　e1）母子健康センター

　＠ 、整殖法 3条の規牢に含まれないので、増設などに

際しズ補吻を受けられるように改正してほしい。

　（b）助産婦て若年）不足に蕾しむ。

　（曾母子健康ゼンター専任の医師を酷置「してほしい乙

③ 保健所保健婦の立揚から（岩見沢H』C．今ウメ子）

第9集

は、

　a）管内は石炭産業の閉鎖により、流出がみられる。

　b）石炭産業の閉鎖により、人口のはげしい移動のた

め過疎化が著しい。残った住民の保健、災害の緊急対策

を望む。

　c）母子保健地区組織

　市街地の活動が低調であり、とくに若年層の世帯への

働きかけがむつかしい。

　d）医療機関、母子保健などの問題点が少ない優良地

区である。

④保健所栄養士の立場から（当別H．C，瀬川節子）

送
　a）地域並びに母子保健の推進のために、栄養士の活

躍するフィールドは広く、かつ重要である。各市町村に

栄養士を配置することが望ましい。

　b）食生活改善推進員も よく活躍しているが、 養成費

を望む。

　⑤　保健所助産婦の立場から（助産婦、奥村ツネ子）

は、木古内H．Cの例をあげている。

　a）母子健摩推進員

　（a）人選委嘱に苦慮している。

（切 指磯の引ぎ上げ腰鱈る。

　b）母子保健

（a）妊婦一般健診費の引き上庁を望む。

　（b）療養援護費支給の世帯拡大を望む5

　（C）へき地での分娩施設の設置増加を望むげ

④未熟児出生が多い（融5年15％）あは

　①串稼鷲守中の妊婦の過労・②小児科医の不在、

　③ 養護指定医療機関がないなどのためである。’

　（e）母子健康センター

　①よく分娩に利用されている。（出生約18％）

　②「 各町に設置を要望する。

　c）救急医療
　（a）移送用の保育器、酸素などゐ整億が不十分。移送

に40km、最大128kmもあらて、3時間を要するる』r

　（b）地域医療センター病院の設置を望む6

皿　総 括

1　浦　　縄

、（1）一・医療事惰
［．

　①昭和46年末に無医地区は4エに上り医師は都市に偏

在しているo離勘』辺地が多いこともあって㍉1沖縄の医

療寧情は本土の尾以下である．

　②　救急措置病院1、 施設不備のため、 救急医療施設

の指定は全くなく、県立病院、民間主要病院の整備が望

まれる。

　③　血液センターは、1ヵ所あるのみだが血液が社会

一工68一



松島他＝沖縄県及ぴ北海道における母子保健の調査研究

間題化したことがなく、県民の献血に対する認識も低い。

ノ迄）ド医科犬学などめ協力体制 f医療技術援助と・してく

昭和39年より派遣医制度が突施されておヴ、 』今後も継続一

ゐ茅定である。一派遣底師ぼ’1年問の継続派遣が困難のた．

あぎん 6カ月め派進を行づ七いるaジ『（一・1∵
．、『、

　⑤　今後の対策とじ財ぱ、』北部亭中部亭南部ご宮古ご1

八重山の5ブ責ックに券むひ客ゾ蕾ゲグに地域医療協議

会を設置・し』ぐ娘立病院ざ保健所嵐 ・医師会など』どめ連携を

有機的に撮っ1どともにく∫医療f冑報セ》～タ』≒しを設置、1嶺だ

遮画診療め巌化なεによヴ離島、“近地め医療を高度化し

だ〔・・とのぺでいるポ　　　　　　ベ1ヅ∵

一②』1毎子保健活動の現状 』へ 1㌧1 ＝ベア
∴ ・「二

　①妊娠届げを汰 妊娠＝6カ月以上46，6％老遅蕉・妊娠’

貧血が46％と多くく産姪人科医によ一る健康診査がうけら

れないことカも多い。

　②出産3出産め場所や扱いには地域差寮大きく・く

過疎地域では自宅分娩や無介助び出生時俸霊不詳など多

ぐみられ1るちとくに宮古地区に聡いて著しい6二ll詠

　③　新生児死亡率および周産期死亡率はとむに、低rい、

が、届出制が不十分のためと考戴5胞る6．：駁嵐 ：：噸

　④乳児：乳児死亡は感染症が多li箇離第闘始は寸
全国平均よりも約21カ月遅Vi。二：で．1．ン、． 11 ’ll

∫ll舗き，

　⑤幼児：3才児検診の受診率（約37％）』が低誓、

幼児の糟神的異常め発見指導が不十分であるる 乞 ．て・

　⑥　母親教育＝保健所が、母親教室を開催・レて㌧ミiる

が紹働く婦人が多しトごどと敦材下足⑳だめ集団教育蘇困

難で、 とくに宮古、八霊山地区で大ぎな支障があな。、

1③　今後、r考えるべき対策頑研究協力者小渡有明ρ意

名　称

㌧、母子保健推進委員余IP

・沖縄臨げる母子鱒㈱（小藤メニ『i

　　　ロ　
　　トコ　ノ

ラ7－一一喚．冠1 県
r．

、ハ、r ヤ
乱rゾ』1、1．ミ　　、乳

・ム
・［いF

見） 人」・借1し、』 1∵

・ふニ マ ゴ窺1曳・ 排1舞1（・1

二① 基幹病院の整備・i現在沖縄ににで？転本学揮院1

（禰市〉と五マの県立病院（彌中敵名護溜古、1噸・

山）がある顔、今後医療情報セソタ熟の関連施競露して宜

野灘蹄鶴錠つ県立病院の灘嬬慮レゆ鴨・
』1の「 華幹病院は己ll’』・1』』㌻・ ｝・』：愚ト，△∬ぷ でζ…

　（a）地域の医療ゼゾターとして医療の要求に答え．」救

急医療対策と儲繍児輝鍬およ二敬潔躯タ1嬰

一の機能をもつべきである 6
v、 ，守 F・べ．

…

⑥そ耽め帳療獺の確嘩急ぐ彊で海る・ブ．．

②医顯員とく・に朝医の蘇を映り認門障の・
都市地区昏の磁化を防糞う鵬齢る5懲『ll’「、

域曾あ難鯉灘轡蟹騨汐警
④地鴎簾動の骸艶域奪認子隙蝋恕撫、
どの助産鰍』母蘇健鱒闘轍聯㈹琳騨
門指導貫の養成を行》覧地域医療機関と常嗜連絡箆とρ

ながら、地区組織活動を育成する。　　　　、・『魂』ン …』ぐ・

　⑤　沖縄で行うべき母子保健上のブ添￥笹騒葬こrギ

　以上の対策の上にたって、将来の沖縄Φ母子保健塾向』

上苓遡が勲姥を聯幽融凝↑頑訊〉ヌ
　・すなわち丸 ア1・冬「説べ職7 ぢ1畷ピLl・鴻lllえi戸く週廊

　a）惰報漕理せ継静灘の管理体制は1確口騨
方に一つの燈タrを必難する呂煉る：熊沖鱗
島の南部と中北部峰各ダ1控所¢）勺琴熱胃設置を考える㌧

必要があるゲず、∫・｝噺卦証i∫芋乱詐へ
．、

　ここには、 碍子救急降療驚齢タ．庶を併設レ薫ヤ携轍とrl

医療を密接に結びPけこるよう にするδ「r ．1、ヂド』
ト1÷卵（6

　　　　　　　　、二二

く

T～’』1
｝ノン＼月

、三 欝態』害

』蹴藩雛碧
　 の整億 1ち謎〔．＝

　』輸送体御傷1，跨、

　管理，・
、　㌔情報め収集霊＝壁

　分析乳処理　 と、

　・導門指導員研＿
　㊥隅い，」し．

卜

♪

広域保健
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．縷轍i

　・戸・忽勇㌧

地区の母子q

管理センター

く人ロ㎜～
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　b）地域保健医療セγター1地域には人口10万人ごと

麗医療機関と保健所を併設した形の施設を設け、これを

キー・・ステrションにした地域の情報が常に中央のセソ

ターヘ流れるようにする。

　c）母子セγタ 一＝人口5千～1万ごとに母子センタ

ーを設置して、その地区の組織活動、衛生指導の中心に

する。

　以上の方法で母子セソター→保健医療セ ソタ≒→情報

管理セγターヘのバイブをつなぐo

というブラソを作成した。

2北海道、

　（1〉 過疎の背景

　①北海道は広さが、7，8万km2 （日本の21％）、人口

は517芳人（日本の5％）で人口密度は65．8人／km2と

全国最低であるす

　② 全道の市町村の約％が過疎地域対策緊急措置法を

うけている。

　③寒冷の地域である。
’ ②　医療事情・

　①昭和46年まで無医地区は、357地区い地区人口は

約1万人、関係市町村は119（全道市町村の56％）、 無歯

科医地区は127市町村（60％）に相当している。

・②　基幹病院

　aグ昭和46年現在で、病院418、診療所・2683、歯科診

療所1232あるが、医療機闘が都市へ集中し、しかも医療

要員が過疎地域に不足している。

　b）昭和55年末までに地域セγター病院19を整備する

とともに、そこを中核とする地域医療体制の確立をはか

る計画をもって・いるoこの地域センター病院の整備を国

庫補助の対象にする必要がある。

　c）国立病薩を専門病院ζして肇備す為必粟がある。

　③救急措置病院
　昭和55年末まセに12病院を救急医療センターとして地

域を配慮しで設置し、その培域内に救急告示医療磯関を

適正醐して《ネットワーク擁立興うと計酔であ

る・そのためには・医騨賭嘩足撒急告示医療機

関のな嘩即騨をはかり・・舗患者碗灘制擁
立するようにうとめている。

　④　血液セ シター

　a）札幌、旭川、釧路～ 函館および堅聞の5ヵ所にあ

るが、過疎地域からそれらの血液センターまでの距離セ零

100km以上も離れているもりが多い点に問題がある。

b）目下計酔躰のは・釧蕗・醐』瓢び劉の
3セソターの施設の整備と移動採血車の整備がある。

　c）問題点は、

　（a）近代的設伽が必要だが、地方公共団体などによる

助成が望まれるo

　（b） 季節的、型別などによる不足が生じないように献

血者優偶制度の拡大、低比軍者の保健指導を行い、献血

推進、組織の育牒強化をはかる必要があ為。

　（3）市町村における母子保健行政

　市町村の財政の豊かによって疹る稗度左右寄れるが、

市当局者の母子保健への熱懸によって、箸しく 向上す為

ものであることを別海町（上杉貞町長）を例にあげて説

明した。当市は、酪農の振興によって経済的にも安定

し、人口流出がなくなった。しかし、それでも市町村の

努力のみではついていけない点をあげると、

　①公立病院の運営費に対して、道および国費の増額

負担を望む。

　②　医療要員とくに医師不足の解消

　③　救急医療病院の受け入れ体制の改善

　④血液ヤンターが100kmも離れていて、緊急時に問

に合わない。

　（4）母子保健活動の現状

　①妊産婦の問題点

　a）妊産婦死亡率が欧米の数倍も高い。

　b）妊娠中毒症による死亡が多い。

　c）妊娠届出率が低㌧・（8カ月以後の妊娠届が9、9％）

　②出産の間題
　a）自宅分娩セ鼠8，9％（昭45年全國3‘2％）とやや高

い。とくに過疎地域に著しい。

　b）出生率は地域差が大ぎく、過辣地域が低い6（過

疎地区¢昭45年》12、6〉

　c）死産率は、総数、人工ともに全国第2位に高い。

　d）人工妊娠中絶率は全国3位の高率で、しかも妊娠

月数が進んでカ）ら中絶をうけるものが多い。

　e）郡部の周産期死亡率が市部より高い。

　③ 乳児の問題点

　乳児死亡率は郡部が市部よりも商し｝。

④母親教育
　対象が保健所の所在豫びぞの近郊の人々に限定されて

いるo　　　 　　　　 ∫　

⑤母子健康セとター

　a）全道213市町村の中56市町村（26．3％）にあるが、専

任職が非常瞠少く・財政援助額が少ない恵に間題餌ある。

　b）都市に隣接した地填では、助産施設は木要で・む

yろ保健騨を充実して摩しいと1曙求が恥

　⑥　母子保健推進員

　a）昭和47年では130市町村（61．0％）に設置し、将
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来は100％設置の予定。

　b）活動饗単価の増額が必要。

　⑦食生活改善推進員

　a）町内、部落単位に1名必要であり、それにそって

の増員と研修が必要である。

　b）現在ボランティア活動であるが、市町村琳業とし

てのテコ入れが必要である。

　（5）今後、考えるべき対策

　①基幹病院の整鏑と適正配置＝昭和55年末までに19

の地域センター病院を整備して、そこを中核とする地域

医療体制の確立をはかる計画をもっている。

　②　救急医療センターは全道で12病院を計画（基幹病

院と同じものもある）し、地域の救急告示医療機関を適

正配置し、それとのネットワークを確立する計画がある。

　③　血液センターは現在5ヵ所がある、その中の3 カ

所の整備と広い範囲の二一ドに答えられるように移動採

血車の整備を計画中である。

　④医療保鰹の対策としては

　a）直接的対策

　無医地区の輸送機関としては、雪上車やヘリコブター

などの機動力の整備と巡回診療（含歯科）の実施。

　移動保健所の実施と保健婦の常駐を行っている。

　b）間接的対策

　医療の地域差をなくする目的で、北海道医療総合対策

連絡協議会を設置し、地域センター病院の整備と医師確

保対策および道路網、通信施設の整備を行っているo

　c）対策計画としては、a）、b）の拡充強化とともに

　（a）医療供給機関の体系化→地域医療体制の確立Q

　（b）この体制に通信機構、情報管理機構をカバーさ

せ、遠隔診断、健康管理などを伝える地域医療システム

を確立したい。

　⑤　母子保健医療の問題点としては

　a）医師の養成増と都市偏在の是正。

　b）バラメジカノヒスタッフの養成増と援助の強化。

　c）地域の医療および保健機関の連携の強化。

　⑥　国への要望としてはく

　a）僻地医療、地域保健活動に関する現行補助制度の

拡充。

　b）村別交付税の引き上げなど市町村に対する財政援

助の強化。

　c）地域セソター病院の整備運営に対する補助制度の

創設。

　d）通信機構、情報管理機構の整備に関する技術開発

と整備費補助纈1度の創設を望んでいる。

　（6）　　おわリ【こ

　過疎地域や離島など特殊な地域はr人口減少が地域の

社会的経済的機能の低下、発展の停滞をまねいた状態」

におち入っているので、地域の生活や経済の安定をはか

るような施策が先行すべきである。 そして、その一環と

して母子保健が論ぜられねばならないと考える。これと

関連して、北海道庁の過疎地域振興の対策は次の通りで

ある。

　a）第一次産業の振興、促進。

　b）都市と過疎地域間の道路網の整備。

　c）教育文イヒ、厚生施設の遷正な配置と整備。

　d）住民の意志を尊重した集落の整1脂。

　e）地域社会の基盤整備の遅れ、 とくに医療」教育、

水道の整備の遅れの改善o

　f．）道の過疎対策関連瑛業は現在9つ行われていろが

今後ともそれら．の援助を強化する。

N　総 結　　論

　沖縄県および北海道における母子保健の現状は、離臨

や広大な地域をかかえた過疎を背景にして、医療、保健

面に多大の問題をかかえていることがよくわかったが、

これからの対策としては、その地域の特殊性に応じたブ

ラン晶ングを提出しておいた。しかし、過疎の母子保健

対策として、われわれは次の点を強調したい。

　1）　過疎の母子保健の向上には、経済、教育、文化、

医療、保健の総合的魅力が必要となる。

→　厚生省だけでなく、自治省、文部省、労働翁の関与

が蜜要となる。

　2）過疎対策は都道府県が中心になるべきである。

　3）　この条件を満たしそうな「地域の中核都市jに対

して行政的援助を国、都道府県は強力に行うべきであ

る。

　4）過疎地域から、中核都市への交通網の整備を行っ

て、時問的短縮を計るべきである。

　5）　中核都市にもつべき救急医療機闘
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